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・「ジオパーク国際ユネスコ会議」　　５月12日から５月15日まで
・「全国和牛能力共進会」　　10月25日から10月29日まで

「ジオパーク国際ユネスコ会議」と
「全国和牛能力共進会」ラッピングカーがお目見え

「ジオパーク」ラッピングカー「和牛能力共進会」ラッピングカー 画面中央　左：かさべこくん、右：ジーオくん

　１月13日、５月に開催される「ジオパーク国際ユネスコ会議」、10月に
開催される「全国和牛能力共進会」の機運を盛り上げようと、市の公用車を
使った両大会のラッピングカーがお披露目されました。
　「ジオパーク国際ユネスコ会議」は世界規模、「全国和牛能力共進会」は
全国規模の大会で、大会開催期間中は、国内外から多くの人が来島します。
　来島した人が、再び島原を訪れたいと思っていただけるよう、島原ならで
はの「おもてなしの心」でお迎えしましょう。
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　公的年金制度は、高齢になったときや万一のときに経済的な支えとなる社会保障制度の一つで、現役世代が納め
る保険料が受給世代の給付を支える「世代間の支え合い」の仕組みになっており、老後はその時の物価変動に対応
した年金が生涯受給できます。

　日本国内に居住している20歳から60歳までの全ての人が必ず加入します。公的年金制度は２階建て構造になっ
ており、１階部分の国民年金は、加入者の職業などによって、第１号・第２号・第３号の３つのグループに分かれ
ており、それぞれ加入手続きや保険料の納付方法が違います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イメージ図（※平成 22年度末）

　・第１号被保険者　自分で納めます
　・第２号被保険者　給料から差し引かれる年金保険料とは別に国民年金保険料を納める必要はありません
　・第３号被保険者　保険料を納める必要はありません。配偶者の加入する年金制度が負担します

　２号から１号に変わる（退職した）、３号から１号に変わる（配偶者の扶養からはずれた）、またはその逆の場合
でも届出は必要です。

現在の種別 こんなとき 変更後の種別 届出先

第１号被保険者
就職した 第２号被保険者 勤務先
配偶者に扶養されるようになった 第３号被保険者 配偶者の勤務先

第２号被保険者
退職した 第１号被保険者 島原市役所
配偶者に扶養されるようになった 第３号被保険者 配偶者の勤務先

第３号被保険者
就職した 第２号被保険者 勤務先
配偶者が退職した 第１号被保険者 島原市役所
配偶者の扶養から外れた 第１号被保険者 島原市役所

 保険料の納め方
納付方法（平成 23年度の国民年金保険料は月額１５，０２０円です）

納付書 口座振替
金融機関、郵便局、コンビニエンスストアで
納めることができます。納付書の再発行は年
金事務所へご連絡ください

年金事務所、金融機関、郵便局で申し込みが
必要です

※インターネット利用、クレジットカード（年金事務所で事前の申し込みが必要）での納付もできます

 国民年金に加入する人

 国民年金保険料の納め方

 届け出が必要なとき

 公的年金制度について

将来の年金のために
保険料を納めましょう
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　保険料をまとめて前納すると、保険料が割引されます。
納付書で納める 割　引　額 口座で納める 割　引　額

毎月納付 １８０，２４０円 － １８０，２４０円 －
６カ月前納 １７８，７８０円 １，４６０円 １７８，２００円 ２，０４０円
１年前納 １７７，０４０円 ３，２００円 １７６，４６０円 ３，７８０円
※前納後、種別異動があった場合は、重複した月の保険料は還付されます

　納付書で前納を希望する人は、年金事務所へ早めに連絡してください。
　口座振替で前納を希望する人は、口座振替（変更）申出書を年金事務所へ早めに提出してください。
※口座振替での平成24年度分の１年前納は平成24年２月末までに申し込んでください

　納めた年金保険料は全額社会保険料控除の対象となります。年末調整や確定申告の際には控除証明書が必要にな
り、人により、11月か２月どちらかに送付されます。

　年金額を増やしたい人は、月々の保険料に付加保険料（月額４００円）をプラスして納めると、老齢基礎年金に
付加年金が上乗せされます。
付加年金受取額（年額）＝２００円×付加年金保険料納付月数
※国民年金基金に加入中の人は加入できません

　年金額を満額に近付けたい人、年金受給資格期間（原則25年）が足りない人は、65歳まで任意加入することで
受給権を得たり年金額を増やしたりすることができます。納付は手続きをされた月分からとなります。支払方法は
原則として口座振替となりますので任意加入の手続きには口座振替の申し込みも同時に必要となります。

　未納のままにしておくと、老後の年金だけでなく、万一のときに受けられるはずだった年金を、受けられなくなっ
てしまう場合があります。
　納付に困ったときには、申請により、日本年金機構で前年所得などを審査し、承認を受けると保険料の納付が免
除・猶予となる「保険料免除」や「若年者納付猶予」、「学生納付特例」の制度をご利用ください

保険料免除
　・全額免除
　・４分の３免除
　・半額免除
　・４分の１免除

・「申請者本人」、「申請者の配偶者」、「世帯主」の前年所得 ( 申請月によっては前々年 ) がい
　ずれも一定基準額以下の場合に、全額もしくは一部免除が受けられます。
※一部免除は、残りの保険料を納付しないと未納期間となります
・承認期間は７月から翌年６月までです。

若年者納付猶予
・３０歳未満の人で、「申請者本人」と「申請者の配偶者」の前年所得がいずれも一定基準額
　以下の場合に、申請期間分の保険料の納付が猶予されます。
・承認期間は７月から翌年６月までです。

学生納付特例

・学生の人で、「申請者本人」の前年所得が一定基準額以下の場合に、申請期間分の保険料の
　納付が猶予されます。
・承認期間は４月から翌年３月までです。
・学生証のコピーまたは在学証明書の添付が必要です。

※免除・猶予の承認を受けた場合、追納しない限り将来受け取る年金が減額されます。納めることができるように
　なったら追納することをお勧めします

 前納するとお得です

 前納の申し込みについて

 保険料控除が受けられます

 年金を増やしたい人は

 60 歳からの任意加入

 保険料の納付が困難なとき
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老齢基礎年金を受ける
ための資格期間

老齢基礎年金額には
( 平成 21 年４月から
の期間 )

障害・遺族基礎年金を
受けるための資格期間

後から納めることは

保険料免除
　・全額免除

　・４分の３免除

　・半額免除

　・４分の１免除

　　受給資格期間に
　　入ります

　　２分の１が
　　反映されます

　　受給資格期間に
　　入ります

１０年以内なら納める
ことができます
３年度目以降は当時の
保険料に加算額が付き
ます

　　８分の５が
　　反映されます
　　４分の３が
　　反映されます
　　８分の７が
　　反映されます

若年者納付猶予
１０年以内に納めない
と反映されません

学生納付特例

未　　納
受給資格期間に入りま
せん

反映されません
年金を受けられない場
合もあります

２年を過ぎると納める
ことができません

＜老齢基礎年金＞＜老齢基礎年金＞
・保険料を納めた期間や保険料免除期間などを合わせて２５年 (３００月 )以上ある人が、６５歳から受けられます。
・請求の手続きは誕生日前日からできます。
・希望すれば受給開始の時期を繰上げ、繰下げすることもできます。
・年金の繰上げ請求と繰下げ請求
　老齢基礎年金は６５歳から受けられますが、希望すれば６０歳から６５歳の間でも繰上げて受けることができま
す。しかし、受ける時期により一定の割合で年金額が減額され、その金額が一生続くことになります。付加年金も
減額されます。また、希望すれば６６歳から７０歳の間に受ける時期を繰下げることもでき、この場合は受ける時
期により一定の割合で年金額が増額され、その金額が一生続くことになります。
・繰上げ請求する場合
　年金額が減額されることのほか、遺族年金を受けている人は６５歳まで両方受けることができないこと、障がい
の状態になっても障害基礎年金の請求はできなくなること、寡婦年金は受けられなくなること、国民年金の任意加
入や追納はできなくなること、一度繰上げ請求すると取り消すことはできないことなどの注意点があります。
・繰下げ請求する場合
　障害年金・遺族年金の受給権がある人は繰下げ請求できないこと、７０歳になっても、年金は自動的には支払わ
れないため、７０歳になるまでに年金を受け取る時期を決めて忘れずに請求を行う必要があることなどの注意点が
あります。

＜障害基礎年金＞＜障害基礎年金＞
　国民年金加入中や２０歳前のとき、または６０歳以上６５歳未満で国内在住中に、医師の初診を受けた
病気やけがによる障がいがある場合で、障がいの程度が障害等級表の１級か２級に該当することが必要で
す。また、一定の保険料納付済期間があることも必要です（２０歳前の障がいは除きます）。
※身体障害者手帳などの等級とは基準が違います
＜遺族基礎年金＞＜遺族基礎年金＞
　国民年金加入者や老齢基礎年金の受給資格を満たした人が亡くなられたときに、その人によって生
計を維持されていた「子のある妻」または「子」が受けられます。受けられる期間は、子が１８歳（障
がいがある場合は２０歳）になる年度末までです。

 国民年金の受給要件や給付の影響について

 国民年金の給付は
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＜寡婦年金＞＜寡婦年金＞
　第１号被保険者としての保険料納付済期間と免除期間の合計が２５年以上ある夫が、何の年金も受けずに亡くなっ
たとき、妻が６０歳から６５歳になるまで支給されます。（夫に生計を維持されており、婚姻期間が１０年以上継
続していることが必要です）
＜死亡一時金＞＜死亡一時金＞
　第１号被保険者としての保険料納付済期間が３年以上ある人が、老齢・障害基礎年金のいずれも受けずに亡くな
り、その遺族（一定の条件あり）が遺族基礎年金を受けられない場合に支給されます。
※寡婦年金と死亡一時金の支給を受けられる人は、いずれか一つを選択します

 第１号被保険者の独自の給付

問い合わせ先 市民窓口グループ国民年金班（☎６３－１１１１　内線２３２）
諫早年金事務所国民年金課（☎０９５７－２５－１６６６）

お客様相談室（☎０９５７－２５－１６６３）
ねんきんダイヤル（☎０５７０－０５－１１６５）

平成２３年度がん検診を受けていない人を対象に

　市では各がん検診未受診者を対象に「がん総合検診」を行います。
　まだ、今年度がん検診を受診していない人は、この機会に是非受診されることをお勧めします。
　この「がん総合検診」は１日で肺がん・胃がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗鬆症検診が受診できます。忙し
くて受診する暇がないという人にお勧めです（１つの検診だけでも受診できます）。
　１年に１回は、がん検診を受診し、がんを早期発見・早期治療することが大事です。
■対象者　平成２３年度にがん検診を受診していない市民
　・肺がん…４０歳以上の男女（昭和４７年３月３１日以前に生まれた人）
　・胃がん…４０歳以上の男女（昭和４７年３月３１日以前に生まれた人）※要予約
　・子宮頸がん…２０歳以上の女性（平成４年３月３１日以前に生まれた人）
　・乳がん…４０歳以上の女性（昭和４７年３月３１日以前に生まれた人）※要予約
　・骨粗鬆症…４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性（平成２４年３月３１日現在の年齢）
■検診日時・会場（※胃がん検診は午前中のみとなりますのでご注意ください）
　①　２月２１日（火）　受付時間：９時３０分から１０時３０分まで、１３時３０分から１４時３０分まで
　　　島原文化会館　中ホール、和室
　②　３月１日（木）　　受付時間：９時３０分から１０時３０分まで、１３時３０分から１４時３０分まで
　　　有明保健センター　集団検診室、和室
■自己負担金　検診会場での徴収は行わず、自己負担が必要な人のみ後日、納入通知書を郵送します
　　　　　　　肺がん（無料）、胃がん（５００円）、子宮頸がん（頸部（３００円）・頸体部（６００円））
　　　　　　　乳がん（５００円）、骨粗鬆症（４００円）
■募集人数　胃がん検診（午前のみ：５０人）、乳がん検診（午前：６０人、午後：５０人）
■申込方法（胃がん、乳がん検診の受診を希望する人は必ず申込が必要です。）
　市保健センター（☎６４－７７１３、６４－７７１５）へ電話で申し込んでください
■申込期間　２月６日（月）から２月１０日（金）まで　８時３０分から１７時１５分まで
※定員になり次第、受付を終了します
※「がん総合検診」に関しての個別通知は行いません
■個別検診のお知らせ
　胃がん、子宮頸がん、乳がん検診は平成２４年３月３１日まで市内指定医療機関で受診できますので、まだ
受診されていない人は受診をお勧めします（詳細については市保健センターへ問い合わせください）。
■問い合わせ先　市保健センター（☎６４－７７１３、６４－７７１５）

「がん総合検診」を実施します

　広報しまばら１月号７ページに誤りがありました。お詫びして訂正します。正しくは次のとおりです。
　　人権啓発標語優秀作品　「考えよう　言ってもいいの　その言葉」（第三小５年　古川友理）　　



◎高額療養費・限度額適用認定証 
　同じ月内の医療費の自己負担額が高額になったとき、申請により、自己負担限度額を
超えた分が「高額療養費」としてあとから支給されます。 
　また、入院の場合は、事前に「限度額適用認定証」を申請し、医療機関へ提示することで、
自己負担額を自己負担限度額までとすることができます。 
※交通事故などの第三者行為の場合は対象外となります
※平成２４年４月１日（予定）からは、法改正により外来でも限度額認定証が使用可能となります。
　詳しくは、保険・健康増進グループ保険班へ問い合わせてください。
▶ 70歳未満の人の自己負担限度額

区　　分 自己負担限度額 ４回目以降（※３）

上位所得者（※１） １５0，０００円
＋〈医療費総額から500,000円を引いた1％〉 ８３，４００円

一　　般 ８０，１００円
＋〈医療費総額から267,000円を引いた1％〉 ４４，４００円

非課税（※２） ３５，４００円 ２４，６００円

※ 1　国保税の算定基礎となる総所得金額（基礎控除後の額）が 600万円を超える世帯の場合
※ 2　同一世帯の世帯主と国保加入者全員が市県民税非課税の世帯の場合
※ 3　過去 12カ月以内に 4回以上高額療養費に該当している場合の自己負担限度額
（注意）市民税の申告をしていない世帯は、上位所得者世帯とみなされます。
▶ 70歳～ 74歳の人の自己負担限度額

区　　分
自己負担限度額

外来のみ（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

現役並み所得者（※４） ４４，４００円 ８０，１００円
＋（医療費から２６７，０００円を引いた１％）（※７）

一　　般 １２，０００円 ４４，４００円

低所得者Ⅱ（※５）
８，０００円

２４，６００円

低所得者Ⅰ（※６） １５，０００円

※ 4　同一世帯に属する 70歳～ 74歳の国保加入者のうち１人でも課税所得 145万円以上の人がいる場合。
　　　ただし、次の事項のどちらかに該当する場合は、申請により一般となります。
　　　・70歳～ 74歳の人が世帯に 1人…その人の収入額が 383万円未満の場合
　　　・70歳～ 74歳の人が世帯に 2人以上…その人たちの収入額の合計が 520万円未満の場合
※ 5　同一世帯の世帯主と国保加入者全員が市県民税非課税の場合
※ 6　※ 5の条件を満たし、かつ、課税所得が 0円の場合
※７　４回目以降は４４，４００円
▶計算方法
　・外来のみの場合は、受診者ごとに自己負担額を合算し、自己負担限度額を超えた場合にその差額が支給されます。
　・入院を含む場合は、すべての自己負担額を合算し、自己負担限度額を超えた場合にその差額が支給されます。
▶申請の際に必要なもの
　・高額療養費…被保険者証、印鑑、領収書、世帯主の通帳
　・限度額適用認定証…被保険者証、印鑑
▶申し込み・問い合わせ先
　保険・健康増進グループ保険班（☎６３－１１１１　内線２３１）
　または有明支所（☎６８－１１１１　内線５０４）

国民健康保険の医療費が高額になったとき
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学
校
の
指
定　

島
原
市
立
小
・
中
学
校
で
は
、
住

民
登
録
を
し
て
い
る
住
所
に
よ
り
、

通
学
す
る
学
校
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
指
定
さ
れ
た
学
校
を
「
指

定
学
校
」
と
い
い
ま
す
。

指
定
学
校
変
更
と
区
域
外
就
学

指
定
学
校
変
更
（
校
区
外
通
学
）
と

は
…
島
原
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

指
定
学
校
以
外
の
島
原
市
立
小
・

中
学
校
へ
就
学
で
き
る
制
度
で
す

区
域
外
就
学
と
は
…
市
外
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
島
原
市
立
小
・
中
学

校
へ
就
学
で
き
る
制
度
で
す

条

件

①
保
護
者
が
通
学
経
路
・
通
学
方
法

を
明
確
に
し
た
上
で
、
通
学
途
上

の
安
全
に
つ
い
て
責
任
を
持
つ
こ

と
を
承
諾
す
る
こ
と

②
学
校
施
設
の
運
営
上
問
題
が
な
い

と
判
断
さ
れ
る
こ
と

③
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
書

類
な
ど
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

手
続
き

必
要
書
類
・
手
続
き
場
所
…
下
表
の

添
付
書
類
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル

プ

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

新
入
学
生
…
手
続
き
を
し
よ
う
と
す

る
保
護
者
は
、
１
月
下
旬
に
送
付

さ
れ
た
入
学
通
知
書
を
持
参
の
う

え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

住
民
票
を
異
動
す
る
場
合
…
引

越

し
な
ど
の
住
民
異
動
を
伴
う
場
合

は
、
市
民
窓
口
グ
ル
プ
で
届
出

を
済
ま
せ
た
後
、
教
育
委
員
会
学

校
教
育
グ
ル
ー
プ
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

変更期限

年度末

卒業年度末ま
たは通級終了

①の兄姉の期
限

②の児童生徒
の期限

原則として学
期末

転居日

変更取扱い事
項が解消する
まで

その期間

元の居住地に
転居するまで

その期間

添付書類

 －

 －

 －

 －

 －

 －

新築・改築・転居予定など
を証明できる書類の写し

・親の住民票
・親の勤務証明書
・祖父母などの住民票

診断書（通院証明書）

特殊事情を証明するも
の、または校長の意見書

変更取扱い事項
●指定学校変更（校区外通学）の要件

小学６年生または中学３年生で転居し、通学に支障がない
場合

指定学校に特別支援学級・通級指導教室がなく、家から最
も近い学校の特別支援学級に通学または通級指導教室に通
級する場合

①の場合、教育上の配慮として弟妹は同一校通学ができる

②の場合、教育上の配慮として兄弟姉妹は同一校通学がで
きる

各学期間に転居し、通学に支障がない場合。ただし、長期
休業中に転居した場合は対象とならない

住宅の新築・改築、その他の理由による転居予定のため、
短期間校区外から通学する場合

下校後、家庭に保護監督する者がいない小学生で、親の勤
務地の校区や祖父母などの居住する校区の学校に通学する
場合

身体虚弱などにより、指定学校への通学が困難な場合、ま
たは通院治療を要し、指定学校からの通院が困難な場合

不慮の自然災害などにより、住民異動を伴わないで居住す
る場合

家庭的事情または教育上やむを得ない事情がある場合

種　類

①最終学年転居

②特別支援学級通学
　または通級指導教
　室通級

③兄姉が①に該当

④兄弟姉妹が②に該
　当

⑤学期途中転居

⑥転居予定

⑦留守家庭

⑧身体的な理由

⑨災害等

⑩その他特別な事情

■ 問い合わせ先　教育委員会学校教育グループ（☎６８－１１１１　内線６４１）

「
指
定
学
校
変
更
」
と
「
区
域
外
就
学
」
に
つ
い
て

　
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合「
指
定
学
校
の
変
更
」と

「
区
域
外
へ
の
就
学
」
を
認
め
て
い
ま
す
。

　
特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
、
指

定
学
校
以
外
の
学
校
へ
の
就
学
を
希

望
す
る
場
合
は
、
教
育
委
員
会
学
校

教
育
グ
ル
ー
プ
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
「
指
定
学
校
変
更
（
校
区
外
通

学
）
」
「
区
域
外
就
学
」
と
い
う
制

度
が
あ
り
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
、
か
つ
下
記
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
に
、
指
定
学
校
以
外
の
学
校

へ
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「市長を囲む地域懇談会」「市長を囲む地域懇談会」が開催されましたが開催されました

　より良いまちづくりについて市民と行政が一体となり、話し合う「市長を囲む地域懇談会」が、平成２３年
１０月２６日の安中地区を皮切りに、１１月２１日まで市内７地区において開催されました。
　懇談会には延べ約２７０人が参加し、東日本大震災発生を受け「災害時の避難場所」についてのほか、今年５
月に開催される「世界ジオパークユネスコ会議」について市から説明を行った後、それらに関する事項のほか、
各地区において市政全般にわたり、さまざまな意見や提案が出されました。

有
明
地
区

野
犬
対
策
に
つ
い
て

質
問
…
市
で
野
犬
対
策
を
行

て

い
る
が
、
完
全
に
い
な
く
な

た
わ
け
で
は
な
い
。
畑
に
入
り

込
ん
だ
り
し
て
、
網
を
破
る
な

ど
し
て
困

て
い
る
。
ま
た
、

犬
を
捨
て
て
い
く
人
や
野
犬
に

餌
付
け
す
る
人
も
お
り
困

て

い
る
。

回
答
…
平
成
21
年
か
ら
臨
時
職
員

２
名
を
配
置
し
、
二
ツ
石
・
森

岡
地
区
を
中
心
に
捕
獲
を
行
い
、

10
月
末
ま
で
に
延
べ
６
５
９
頭

を
捕
獲
し
て
い
る
。
罠
を
工
夫

し
て
い
る
が
な
か
な
か
捕
獲
で

き
な
い
状
況
。
効
率
的
な
対
策

が
取
れ
る
よ
う
、
野
犬
の
情
報

提
供
な
ど
も
お
願
い
し
た
い
。

道
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

質
問
…
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
少

し
ず
つ
で
も
通
学
路
の
改
善
・

整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答
…
学
校
近
辺
の
道
路
・
側
溝
・

三
会
地
区

三
会
ふ
れ
あ
い
広
場
に
つ
い
て

質
問
…
三
会
ふ
れ
あ
い
広
場
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
す
ご
く
荒
れ
て
い

回
答
…
多
目
的
広
場
な
の
で
皆
さ

ん
で
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
バ

ク
ネ

ト
、フ
ェ

ン
ス
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
と
し
て
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ

ア
で
集
め
た
ご
み
に

つ
い
て

質
問
…
大
雨
の
度
に
、
流
木
な
ど

回
答
…
ボ
ラ
ン
テ

ア
で
集
め
た

ご
み
に
つ
い
て
は
、環
境
グ
ル
ー

プ
ま
で
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
職
員
が
回
収
し
ま
す
。

杉
谷
地
区

自
転
車
で
の
ヘ
ル
メ

ト
着
用
に

つ
い
て

質
問
…
自
転
車
に
乗

た
高
校
生

の
ヘ
ル
メ

ト
着
用
率
が
低
い
。

車
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
な
場
面
も

見
て
い
る
の
で
ヘ
ル
メ

ト
着

用
の
呼
び
か
け
を
し
て
は
ど
う

か
。

回
答
…
中
学
生
の
自
転
車
運
転
は
、

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

質
問
…
イ
ノ
シ
シ
が
住
宅
地
ま
で

入
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
何
ら

か
の
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

回
答
…
今
年
は
特
に
イ
ノ
シ
シ
が

多
く
、
杉
谷
地
区
で
は
す
で
に

95
頭
捕
獲
し
て
い
る
。
今
後
も

箱
罠
な
ど
を
使
い
、
で
き
る
だ

け
捕
獲
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

農
産
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置
し

て
い
る
。
猟
友
会
の
方
と
協
力

し
、
被
害
を
最
小
限
に
し
た
い
。

森
岳
地
区

島
原
道
路
に
つ
い
て

質
問
…
観
光
・
産
業
振
興
・
交
流

人
口
増
加
の
た
め
、
早
期
に
島

原
道
路
を
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
。

回
答
…
重
要
な
道
路
と
し
て
認
識

し
て
お
り
、
早
期
完
成
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
国
・
県
へ
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

医
師
確
保
に
つ
い
て

質
問
…
島
原
病
院
の
医
師
確
保
の

対
策
に
つ
い
て
現
状
を
教
え
て

欲
し
い
。

た
。
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専

用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
の
増
設
、
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
な
ど
も
お
願
い
し
た
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と

を
条
件
に
許
可
を
与
え
て
い
る
。

高
校
生
に
つ
い
て
は
、
会
議
な

ど
を
通
じ
て
啓
発
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

白
線
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
を

考
慮
し
、
優
先
的
に
整
備
を
進

め
て
い
く
。

の
大
型
ご
み
が
流
れ
着
い
た
。

ご
み
を
２
カ
所
に
集
め
た
の
で
、

市
で
回
収
し
て
ほ
し
い
。
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回
答
…
こ
と
あ
る
ご
と
に
、
医
師

確
保
に
つ
い
て
要
望
を
行

て

お
り
、
今
後
も
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今

月
か
ら
麻
酔
医
の
先
生
に
も
来

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
研
修
医
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

霊
丘
地
区

上
の
原
崩
山
線
・
長
池
三
会
線

質
問
…
上
の
原
崩
山
線
と
長
池
三

会
線
を
早
期
に
整
備
し
て
ほ
し

い
。

回
答
…
上
の
原
崩
山
線
に
つ
い
て

は
現
在
、
応
急
措
置
と
し
て
３

カ
所
の
離
合
場
所
を
検
討
し
て

お
り
、
測
量
を
済
ま
せ
た
と
こ

ろ
で
、
年
度
内
に
工
事
を
発
注

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

長
池
三
会
線
は
必
要
な
道
路
と

認
識
し
て
お
り
、
県
に
対
し
文

書
で
も
要
望
し
て
い
る
。

薬
草
園
に
つ
い
て

回
答
…
薬
草
園
は
貴
重
な
史
跡
で

も
あ
り
、
観
光
ス
ポ

ト
と
し

て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
の
で
、

駐
車
場
や
園
内
の
整
備
を
し

か
り
行
い
、
今
後
も
、
適
切
な

管
理
に
努
め
て
行
き
た
い
。

白
山
地
区

新
市
体
育
館
に
つ
い
て

質
問
…
新
し
く
で
き
る
市
体
育
館

に
は
洋
式
ト
イ
レ
、
身
障
者
・

オ
ム
ツ
替
え
な
ど
に
対
応
し
た

施
設
を
作

て
ほ
し
い
。

回
答
…
建
設
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
洋
式
ト
イ
レ
・
身
障
者
ト
イ

レ
・
授
乳
室
を
設
置
し
ま
す
。

殿
様
道
路
に
つ
い
て

市
民
…
殿
様
道
路
は
、
か
な
り
の

通
行
量
が
あ
り
、
朝
夕
の
自
転

車
通
学
の
高
校
生
が
事
故
に
合

わ
な
い
た
め
に
も
、
速
度
制
限

を
し
た
ら
ど
う
か
。

安
中
地
区

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

質
問
…
場
所
に
よ

て
は
防
災
行

政
無
線
が
聞
こ
え
づ
ら
い
箇
所

が
あ
る
の
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

回
答
…
風
向
き
や
気
象
条
件
の
影

響
に
よ

て
聞
こ
え
づ
ら
い
場

合
が
あ
る
た
め
、
調
査
を
行
い
、

場
合
に
よ

て
は
ス
ピ

カ

の
向
き
な
ど
調
整
を
行
い
た
い
。

不
法
投
棄
に
つ
い
て

質
問
…
公
共
用
地
や
個
人
の
空
き

地
な
ど
雑
草
が
生
い
茂

た
場

所
へ
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら

れ
る
の
で
対
策
を
お
願
い
し
た

い
。

回
答
…
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

市
へ
連
絡
い
た
だ
れ
ば
、
必
要

に
応
じ
回
収
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
未
然
防
止
策
と
し
て
、
不

法
投
棄
パ
ト
ロ

ル
や
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
を
行

て
い
ま
す
。

個
人
の
空
き
地
へ
の
不
法
投
棄

に
関
し
て
は
、
土
地
の
所
有
者

に
連
絡
を
行

て
い
ま
す
。

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
聴
覚
に

障
が
い
の
あ
る
人
や
耳
が
遠
い
人

の
た
め
に
、
懇
談
会
で
の
発
言
内

容
を
文
字
情
報
と
し
て
伝
え
よ
う

と
「
島
原
要
約
筆
記
会
す
ま
い
る
」

の
皆
さ
ん
方
が
ボ
ラ
ン
テ

ア
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「すまいる」の皆さんについては、広報しまば
ら平成 23年 10月号でもご紹介しています

質
問
…
薬
草
園
は
三
大
薬
園
と
も

　
言
わ
れ
て
お
り
、
適
切
な
管
理

　
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答
…
警
察
と
相
談
し
た
い
。

　「島原の観光・特産品ＰＲ年賀はがき」の当選番号が決定しました。
　当選番号に該当する年賀はがきを持っている人に、島原の特産品を贈呈します（３月初旬発送予定）。
■当選番号
１等　島原の特産品詰合せ（１万円相当）・・・１本
　　Ｂ１８０５組　３６１２９４
２等　島原の特産品詰合せ（５０００円相当）・・・９本
　・Ｂ１８０５組　０９７０１７　・Ｂ１８２７組　６１８８０２
　・Ｂ１８０５組　３１７０３０　・Ｂ２２６３組　５７００１７
　・Ｂ１８０５組　３１７４９８　・Ｂ２２８０組　８２５２２２
　・Ｂ１８０５組　４８９３６８　・Ｂ２５４８組　９３３８４９
　・Ｂ１８０５組　６４４２２８
３等　島原の特産品詰合せ（１０００円相当）・・・９０本
　　各組共通　下３桁　２８７、５２４、８２７
■商品との引き換え方法
　２月２９日（水）までに、当選はがきを観光・ジオパークグループへ
　持参するか、はがき表面をＦＡＸまたは郵送してください（コピー可）
■問い合わせ先
　観光・ジオパークグループ（〒８５５－８５５５　島原市上の町５３７）
　☎０９５７－６２－８０１９　ＦＡＸ０９５７－６２－８００６

注意！表面および裏面にこの印刷がさ
れた年賀はがきが対象となります。
　　　　　　　　（表面）

　　　　　　　　（裏面）

ミス島原の
松﨑未来さんに
抽選してもらい
ました

「島原の観光・特産品」PR年賀はがき　当選番号発表 !
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１
月
７
日
㈯
、
今
年
め
で
た
く
新
成
人
と
な
っ
た
各
地
区
代
表
者

14
人
と
市
長
と
の
座
談
会
が
、
有
明
総
合
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
座
談
会
で
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
か
ら
将
来
の
夢
や
島
原
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

、

佐用貴歩さん（有明）渡邉はるなさん（有明）

山口大貴さん（三会）森本菜花さん（三会）坂本章寿さん（杉谷）吉田こゆきさん（杉谷）

横田市長

市
長
／
新
成
人
、
ま
こ
と
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
実
現

の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
思

て

い
る
こ
と
や
ご
提
案
を
お
話
し

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
歳
を
迎
え
、新
成
人
と
な

　
た
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
用
／
大
人
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
責
任
を
取
る
こ
と
が

多
く
な

て
く
る
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
う
こ
と
が
し

か
り
で

き
る
大
人
に
な

て
い
き
た
い
。

渡
邉
／
自
分
の
言
動
に
責
任
を

持
ち
、
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
活
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
／
自
覚
と
責
任
感
を
し

か
り
と
持

て
、
少
し
ず
つ
立

派
な
大
人
に
な

て
い
こ
う
と

い
う
思
い
で
す
。

森
本
／
大
人
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
た
嬉
し
さ
と
、
こ
れ
か
ら

は
責
任
を
持

て
行
動
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
不
安
を

感
じ
て
い
ま
す
。

坂
本
／
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田
こ
／
自
分
の
行
動
、
言
動

に
責
任
を
持
ち
、
手
本
と
な
れ

る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

中
原
／
こ
れ
か
ら
成
人
と
し
て

あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

前
田
／
成
人
と
な
る
と
、
選
挙

権
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
同
時

に
義
務
も
生
じ
ま
す
の
で
、
自

分
の
言
動
に
責
任
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思

て
い

ま
す
。

吉
田
総
／
大
人
の
仲
間
入
り
と

な

て
嬉
し
く
思
う
。
社
会
の

中
で
は
一
人
前
と
し
て
見
ら
れ
、

責
任
も
大
き
く
な
る
の
で
、し

か
り
と
し
た
振
る
舞
い
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

山

／
成
人
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
、
責
任
や
自
己
の
役
割
を

よ
り
一
層
自
覚
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

と
違

た
形
で
社
会
に
出
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

梅
田
／
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必

要
と
さ
れ
る
人
材
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
ろ
う
と
思

て
い
ま
す
。

髙
田
／
法
律
的
に
は
大
人
と
し

て
扱
わ
れ
る
の
で
、自
覚
を
も

て
生
活
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
佐
木
／
成
人
に
な
る
と
政
治

に
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
自
己
責
任
も
生
じ
る

の
で
、
そ
の
責
任
を
重
く
受
け

と
め
、
自
身
の
言
動
に
も
責
任

を
持
て
る
人
間
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

園
田
／
自
分
の
行
動
に
責
任
と

自
覚
を
持
ち
、
社
会
に
出
た
と

き
に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
な

大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
味
や
関
心
の
あ
る
こ
と
は

　
　
何
で
す
か
。

佐
用
／
震
災
地
の
復
興
状
況
や

福
島
原
発
の
問
題
。
看
護
師
の

役
割
が
ど
こ
ま
で
拡
大
さ
れ
る

の
か
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

渡
邉
／
大
学
生
の
う
ち
に
い
ろ

い
ろ
な
所
に
行
き
、
各
地
の
歴

史
や
文
化
、
独
自
性
を
学
び
た

い
と
思

て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
校
の
頃
か
ら
研
究
を
行

て

い
る
火
山
植
生
や
、
防
災
に
つ

い
て
興
味
が
あ
り
ま
す
。

山
口
／
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て

関
心
が
あ
り
ま
す
。
家
で
農
業

を
や

て
い
る
の
で
、
将
来
の

こ
と
を
考
え
る
と
い
ろ
い
ろ
な

不
安
が
あ
り
ま
す
。

森
本
／
エ
コ
に
つ
い
て
で
す
。

東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
か
ら

節
水
・
節
電
な
ど
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
今
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
将
来
の
私
た
ち

の
生
活
に
関
わ

て
く
る
こ
と

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
意
識
し

て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

坂
本
／
東
日
本
大
震
災
や
外
国

で
の
水
害
の
影
響
で
、
自
動
車

や
部
品
な
ど
の
工
場
が
停
止
し

た
の
で
、
今
後
ど
う
な

て
い

く
の
か
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

吉
田
こ
／
１
カ
月
後
に
准
看
護

師
の
資
格
試
験
が
あ
る
た
め
、

今
は
看
護
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
関
心
が
あ
り
ま
す
。

中
原
／
橋
下
徹
氏
が
大
阪
市
長

に
当
選
し
、
大
胆
な
行
政
改
革

が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
が
大
阪
だ

け
で
は
な
く
、
日
本
全
国
で
ど

の
よ
う
に
影
響
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

前
田
／
大
学
で
は
ピ
ア
ノ
だ
け

で
な
く
、
音
楽
史
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
視
点
か
ら
音
楽
を
学
ん
で

い
る
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
音

楽
に
関
心
を
持

て
い
ま
す
。

吉
田
総
／
今
、
円
高
が
進
み
、

ユ

ロ
や
ド
ル
が
危
な
く
な

興

20

市
長
と
新
成
人
と
の
座
談
会
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中原啓太さん（森岳）前田ゆりのさん（森岳）吉田総一郎さん（霊丘）山﨑史子さん（霊丘）山﨑史子さん（霊丘）

梅田広久さん（白山）髙田　碧さん（白山）木佐木善信さん（安中）園田美咲さん（安中）

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
世

界
が
ど
う
な

て
い
く
の
か
に

関
心
が
あ
り
ま
す
。

き
る
の
も
学
生
の
う
ち
だ
け
だ

と
思
う
の
で
、
学
生
で
い
る
間

に
行
っ
た
こ
と
が
無
い
、
い
ろ

ん
な
場
所
を
旅
行
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

梅 山
﨑
／
自
由
に
旅
行
し
た
り
で

田
／
ダ
ル
ビ

シ

選
手
や

川
崎
選
手
と
い

た
日
本
の
プ

ロ
野
球
選
手
の
メ
ジ

行
き

に
興
味
を
持

て
い
ま
す
。

髙
田
／
現
在
、
大
学
で
医
学
を

学
ん
で
い
る
の
で
、
医
療
の
問

題
に
関
心
を
持

て
い
ま
す
。

特
に
医
師
、
病
院
の
偏
在
に
よ

る
地
域
間
の
医
療
サ

ビ
ス
の

格
差
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま

す
。

木
佐
木
／
今
年
は
特
に
ア
メ
リ

カ
、
ロ
シ
ア
と
い
う
大
国
の
ほ

か
、
韓
国
や
台
湾
な
ど
の
近
隣

諸
国
の
首
相
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

ま
た
先
日
、
北
朝
鮮
の
総
書
記

が
交
代
し
た
こ
と
を
受
け
、
今

後
の
社
会
情
勢
が
ど
う
動
く
の

か
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

園
田
／
国
家
試
験
を
控
え
て
い

る
の
で
、
今
は
勉
強
を
す
る
こ

と
を
頑
張

て
い
ま
す
。

市
長
／
皆
さ
ん
は
広
い
視
野
を

も

て
世
界
を
見
て
い
る
も
の

と
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
方
が

大
変
頼
も
し
く
見
え
ま
す
。

　
原
の
良
い
と
こ
ろ
・
足
り

　
な
い
と
こ
ろ
、
ま
た
島
原

は
ど
う
あ

て
ほ
し
い
・
ど
う

す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
。

佐
用
／
良
い
と
こ
ろ
は
、
水
が

き
れ
い
で
あ

た
り
、
ジ
オ
パ

ク
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
足

り
な
い
と
こ
ろ
は
、
商
業
、
サ

ビ
ス
業
だ
と
思
い
ま
す
。
島

原
で
育

た
若
い
人
た
ち
が
県

外
に
行
く
の
で
は
な
く
、
島
原

に
残

た
り
、
帰

て
こ
れ
る

よ
う
な
市
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

渡
邉
／
人
が
穏
や
か
で
、
自
然

や
文
化
が
豊
か
な
所
が
良
い
で

す
。
観
光
施
設
は
充
実
し
て
い

る
の
に
、
観
光
客
の
呼
び
込
み

が
ま
だ
弱
い
と
思
い
ま
す
。
ジ

オ
パ

ク
を
中
心
に
、
さ
ら
に

積
極
的
に
宣
伝
を
し
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
地
元
で
就
職
し
た
い
若
者

が
雇
用
先
の
少
な
さ
を
理
由
に

地
元
で
働
け
ま
せ
ん
。
産
業
を

活
性
化
さ
せ
、
若
者
の
雇
用
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
噴
火
災
害
以
降
続
い
て

い
る
農
業
、
漁
業
な
ど
第
１
次

産
業
へ
の
就
業
者
数
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
政
策
を
立
て

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
／
海
・
山
な
ど
自
然
が
豊

か
で
人
と
人
と
の
絆
が
強
い
と

こ
ろ
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
高

齢
者
へ
の
援
助
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
若
者
が
好
む
よ
う
な
施

設
が
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
あ
る
豊
か
な
自
然
、
歴
史
の

あ
る
観
光
地
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

森
本
／
海
と
山
が
同
時
に
一
望

で
き
る
恵
ま
れ
た
自
然
で
す
。

ま
た
温
泉
利
用
な
ど
、
火
山
と

共
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
島
原
特

有
の
美
味
し
い
食
べ
も
の
、
観

光
ス
ポ

ト
を
も

と
全
国
に

発
信
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

若
者
が
働
け
る
場
所
を
増
や
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

交
通
機
関
を
発
達
さ
せ
て
、
九

州
各
県
か
ら
も
短
時
間
で
来
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
に
な

て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

坂
本
／
自
然
が
多
く
、
人
が
温

か
く
て
い
い
の
で
す
が
、
若
い

人
た
ち
の
多
く
が
県
外
へ
出
て

い
る
の
で
、
若
い
人
た
ち
が
地

元
で
も
働
け
る
よ
う
な
社
会
で

あ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

島
原
は
自
然
や
歴
史
的
な
観
光

地
が
あ
る
の
で
観
光
客
を
増
や

し
、
活
気
づ
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

吉
田
こ
／
自
然
の
豊
か
さ
や
地

域
の
方
の
つ
な
が
り
、
心
の
温

か
さ
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
地

元
で
の
就
職
先
や
教
育
機
関
が

少
な
く
感
じ
ま
す
。
島
原
市
民

誰
も
が
観
光
客
に
案
内
が
で
き

る
よ
う
、
島
原
に
つ
い
て
も

と
し

か
り
知

て
お
く
べ
き

で
は
な
い
で
し

う
か
。
そ
の

た
め
に
は
、
学
べ
る
機
会
を
増

や
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い

す
。

中
原
／
良
い
と
こ
ろ
は
、コ
ミ

ニ
テ

の
団
結
力
と
人
の
温

か
さ
。
食
べ
物
が
お
い
し
い
。

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、
若
い
人

た
ち
の
力
や
活
気
が
無
い
と
こ

ろ
。
子
ど
も
の
数
を
増
や
す
た

め
に
も
企
業
、
工
場
を
誘
致
す

る
た
め
の
政
策
を
行
い
、
就
職

口
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
が
潤

う
と
思
い
ま
す
。

前
田
／
安
全
・
安
心
に
生
活
で

き
る
こ
と
は
、
良
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
て
、
の
ん
び
り
と
で
き
る

の
は
、
島
原
の
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
若
い
人
た
ち

が
少
な
い
た
め
か
、
活
気
が
あ

ま
り
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
ク
ラ
シ

ク
コ
ン

サ

ト
な
ど
の
芸
術
的
な
も
の

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と

は
残
念
に
思
い
ま
す
。
観
光
な

ど
で
人
を
集
め
る
こ
と
も
大
切

島



12平成24.２.

増
や
す
た
め
に
も
、
若
い
人
た
ち

が
働
け
る
場
を
増
や
す
よ
う
な
こ

と
も
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
ジ
オ
パ

ク
認
定
な
ど
、
他

に
な
い
自
然
の
魅
力
を
活
か
す
こ

と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
田
総
／
良
い
と
こ
ろ
は
自
然
豊

か
な
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
水
は
世

界
に
誇
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、
き
れ
い
な

自
然
を
も

と
ア
ピ

ル
で
き
て

い
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

普
賢
岳
の
噴
火
で
島
原
も
大
変
な

時
期
が
あ
り
、
そ
れ
が
私
た
ち
の

生
ま
れ
た
年
で
あ

た
た
め
、
世

界
の
困

て
い
る
地
域
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
教
訓

を
こ
れ
か
ら
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

山

／
良
い
と
こ
ろ
は
、
水
が
き

れ
い
で
、
町
並
み
な
ど
の
景
観
が

美
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、
子
ど
も
た

ち
が
遊
べ
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

梅
田
／
自
然
が
多
く
水
も
き
れ
い

で
と
て
も
住
み
や
す
い
町
で
す
が
、

若
い
人
た
ち
が
島
原
を
離
れ
、都
市

部
の
方
へ
出
て
い
く
こ
と
が
多
く

な

て
き
ま
し
た
。
そ
の
若
い
人

達
が
、
島
原
に
残

て
仕
事
や
生

活
が
し
た
い
と
思
え
る
何
か
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
島
原
市
は
観

光
事
業
が
主
に
な

て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
、
大
学
の
サ

ク
ル
な
ど
で
島
原
を
訪
れ
る
学
生

が
宿
泊
し
た
り
で
き
る
滞
在
型
の

宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
の
面
を
伸

ば
し
て
い
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

髙
田
／
島
原
城
や
湧
水
、
武
家
屋

敷
な
ど
の
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
観
光
都
市
と
し
て
の

島
原
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
小

浜
や
雲
仙
と
い

た
他
の
地
域
と

の
連
携
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

地
方
に
住
み
た
い
と
考
え
る
都
市

の
高
齢
者
を
受
け
入
れ
て
、
そ
の

関
連
事
業
を
育
成
し
、
同
時
に
若

年
層
の
雇
用
を
創
出
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

木
佐
木
／
良
い
と
こ
ろ
は
、
温
泉

が
湧
い
て
い
る
と
こ
ろ
。
足
り
な

い
と
こ
ろ
は
、
資
源
ご
み
の
分
別

の
細
分
化
。山
も
き
れ
い
な
の
で
、

海
も
美
し
く
あ

て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
有
明
海
を
き
れ
い

に
し
て
ほ
し
い
。
美
し
い
山
と
美

し
い
水
、
そ
し
て
美
し
い
海
の
あ

る
島
原
で
あ

て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

園
田
／
水
が
き
れ
い
で
自
然
が
豊

か
な
と
こ
ろ
や
、
人
が
温
か
い
と

こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
一
方

医
で

療
や
教
育
施
設
の
充
実
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
就
職
先
が
増

え
れ
ば
、
島
原
に
残
る
人
も
多
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
長
／
島
原
が
抱
え
て
い
る
問
題

点
を
鋭
く
ご
指
摘
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
し

か
り

と
受
け
止
め
、
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
来
に
向
け
て
の
抱
負
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

佐
用
／
ま
ず
は
看
護
師
免
許
を
取

得
し
、
経
験
を
積
ん
で
、
ゆ
く
ゆ

く
は
島
原
に
帰

て
き
て
多
く
の

人
の
看
護
に
あ
た
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

渡
邉
／
教
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
元
で
あ
る
長
崎
県
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
し
か
で
き
な
い
こ
と

に
挑
戦
し
、
自
ら
の
力
に
し
て
い

き
た
い
と
思

て
い
ま
す
。

山
口
／
仕
事
の
面
で
一
日
一
日
を

大
切
に
し
、
立
派
な
農
家
に
な
り
、

家
の
農
業
の
規
模
拡
大
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

森
本
／
大
学
卒
業
後
、
島
原
で
教

師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
大
学
で
し

か
り

学
び
、
経
験
を
増
や
し
、
子
ど
も

だ
け
で
は
な
く
地
域
の
方
々
に
も

慕

て
も
ら
え
る
よ
う
な
教
師
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
本
／
残
り
の
専
門
校
生
活
を
有

意
義
に
過
ご
し
、
将
来
は
社
会
人

と
し
て
し

か
り
と
働
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

吉
田
こ
／
信
頼
で
き
る
看
護
師
を

目
指
し
、
仕
事
と
勉
強
を
両
立
し

て
、
た
く
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を

身
に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
原
／
明
確
な
目
標
は
定
ま

て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
し
、
知
識
を
身
に
つ

け
、
目
標
を
定
め
、
人
生
プ
ラ
ン

を
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
田
／
音
楽
の
勉
強
を
さ
ら
に
深

く
続
け
、
将
来
は
音
楽
に
関
係
し

た
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田
総
／
世
界
の
人
々
と
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
と
り
、
世
界
が

一
つ
に
な
り
経
済
を
作
り
あ
げ
て

い
き
た
い
。
ま
た
心
と
心
を
通
わ

せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う

の
で
、
思
い
や
り
を
持

た
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山

／
私
の
夢
で
も
あ
る
立
派
な

助
産
師
に
な
れ
る
よ
う
に
残
り
の

大
学
生
活
の
中
で
、
知
識
や
技
術

を
し

か
り
身
に
つ
け
て
い
き
た

い
。
日
ご
ろ
か
ら
思
い
や
り
を
も

て
人
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る

大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

梅
田
／
２
年
後
、
卒
業
す
る
時
に

自
分
が
や
り
た
い
、
な
り
た
い
こ

と
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思

て
い
ま
す
。

髙
田
／
医
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、研
究
の
方
に
進
ん
で
、

ま
だ
治
療
法
の
な
い
病
気
の
研
究

に
携
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
佐
木
／
自
分
が
で
き
る
こ
と
、

自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
一
つ
一
つ

確
実
に
責
任
を
持
て
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

園
田
／
看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
視
野
を
広
げ
て
、
多

く
の
こ
と
に
チ

レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
／
今
日
の
ご
意
見
・
ご
提
案

を
踏
ま
え
、
今
後
も
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ん
方
も
、
夢
の
実
現
に
向
け

て
頑
張

て
い
た
だ
き
、
将
来
は

島
原
を
支
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
人
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

将

だ
と
思
い
ま
す
が
、
定
住
人
口
を



ウ
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まち
かど
まち
かど

観光シンボルの魅力増す
島原城城壁清掃

　昨年10月28日、九電工とその関連会社から約70人が参
加して島原城の城壁清掃が行われました。また、12月17
日・18日には、陸上自衛隊第16普通科連隊による訓練を
兼ねた城壁清掃が行われ、延べ200人以上の隊員が参加し
ました。
　これらの清掃にあわせて、森岳地区の婦人会や環境美化
推進員も堀端などを清掃。
　地域と関係者が一体となって観光シンボル島原城の環境
整備が行われました。

公平委員会委員の選任

消防団の勇姿を披露
島原市消防出初式

　1月6日、平成24年の新春を飾る島原市消防出初式が
行われました。
　島原文化会館での式典では消防団活動に功績があった
個人や団体へ表彰状や感謝状が贈られました。その後、
白土湖通りでの分列行進、白土湖での放水訓練と続き、
消防団の勇姿を市民へ披露しました。

新成人の決意を胸に
島原市成人式

　1月8日、島原市成人式が島原文化会館で行われ、新成
人の門出を祝いました。
　式典では、横田市長が市内７地区の代表者に成人証書
と記念品を授与した後、全員で市民憲章を朗読し、成人
としての決意を新たにしていました。

市民憲章朗読市民憲章朗読

分列行進分列行進

　12月市議会定例会で、公平委員会委員に稲田孝博
さん（加美町・再任）、坂田政浩さん（有明町湯
江・再任）が選任されました。
　今後も、市職員の不利益処分に関する不服申し立
ての審査など、公平委員会委員の業務に携わってい
ただきます。

13 平成24.２.
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テーマ：世界のジオパークが島原半島に集う⑩

特集　世界のジオパーク ⑥
香港特別行政区（中国）

（Hong Kong Geopark）
　香港と言えば、息をのむほど美しい夜景を思い
おこす人がいるかも知れません。世界的な観光地・
香港は、美しい自然が残る世界ジオパークの１つ
でもあります。
　香港特別行政区は、中国南東部にある珠江とい
う河の河口にあり、香港島や九龍半島など235余
りの島々を含めた地域を指します。
　面積は 1,104k㎡で、そのほとんどは山地から
なり平地はほとんどありません。香港は2009年
に中国の国立公園に認められ、さらに 2011年 9
月には世界ジオパークに認定されました。香港ジ
オパークの見どころは、美しい柱状の岩石群がお
りなす不思議な景観で、あたかもたくさんの鉛筆

を束ねたように見えます。「柱状節理」と呼ばれ
るこの景観は、温度の高い玄武岩の溶岩流が冷え
固まる時に溶岩全体が縮む事によって生じますが、
香港ジオパークで見られる柱状節理は比較的温度
の低い流紋岩の溶岩流によって生じたもので、世
界的にも貴重です。香港ジオパークを作った火山
活動は、恐竜やアンモナイトが地球上を席巻して
いた、中世代ジュラ紀（約1億 4千万年前）のも
のです。時代
こそ大きく異
なりますが香
港も、島原半
島と同じ火山
が創ったジオ
パークなので
す。

地
元
の
魅
力
再
発
見
！

ジ
オ
パ

ク
の
こ
と
が
わ
か
る
本
を
発
刊

　

観
光
客
や
知
り
合
い
に
島
原
半
島
の
見
ど
こ
ろ

を
聞
か
れ
て

ド
キ

と
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

「
田
舎
だ
し
何
に
も
な
い
と
こ
だ
よ
」と
答
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、そ
れ
て
ホ
ン
ト
で
す
か
？

　

雲
仙
の
山
々
、
温
泉
、
湧
水
、
地
質
、
自
然
景

観
、
そ
し
て
歴
史
・・・
。
こ
の
地
に
生
ま
れ
育

た
私
た
ち
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
島
原
半
島
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け

知

て
い
る
の
で
し

う
か
。

　

そ
こ
で
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ

ク
推
進
連
絡
協

議
会
で
は
、
半
島
で
暮
ら
す
人
々
が
半
島
の
魅
力

を
知
り
、
そ
れ
を
観
光
資
源
と
し
て
活
か
す
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
２
月
初
め
に
『
島
原
半
島

ジ
オ
パ

ク
の
こ
と
が
わ
か
る
本
』
を
発
刊
し
ま

し
た
。

　

早
崎
半
島
か
ら
平
成
新
山
に
至
る
火
山
に
よ
る

島
原
半
島
の
成
長
の
歴
史
。
そ
の
大
地
の
上
に
生

き
る
自
然
の
営
み
。
そ
こ
で
培
わ
れ
る
人
々
の
暮

ら
し
と
文
化
。
島
原
半
島
の
な
ぜ
？
の
答
え
が
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。

　
初
版
無
料
で
市
役
所
観
光
・
ジ
オ
パ
ー
ク
グ
ル

ー
プ
、
島
原
商
工
会
議
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

島
原
半
島
ジ
オ
パ

ク
検
定
初
級
編
開
催

「
地
元
ん
こ
ん
な
ら
ま
か
し
ち

け
！
」の
超
ベ

テ
ラ
ン
か
ら
、「
ジ
オ
パ

ク
ば
知
り
た
か
！
」の

好
奇
心
旺
盛
な
人
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ

ク
検
定

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
初
級
編
で
す
の
で
、『
ジ
オ
パ

ク
マ
ス

タ

』
へ
の
第
一
歩
と
し
て
チ

レ
ン
ジ
し
て
み

ま
し

う
。

な
お
、
試
験
問
題
は
、『
島
原
半
島
ジ
オ
パ

ク

の
こ
と
が
わ
か
る
本
』
か
ら
70
％
以
上
出
題
さ
れ

ま
す
。

▼
と　
き　

３
月
18
日
（
日
）
　

９
時
30
分
開
場

▼
と
こ
ろ　

有
明
総
合
文
化
会
館

▼
検
定
料　

高
校
生
以
上
…
１
０
５
０
円
、
中
学

生
以
下
…
５
２
５
円

▼
申
込
方
法　
『
島
原
半
島
ジ
オ
パ

ク
の
こ
と
が

わ
か
る
本
』
に
同
封
さ
れ
て
い
る
検
定
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い　

▼
申
込
期
限　

2
月
29
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
先　

ジ
オ
パ
ク
検
定
事
務
局（
〒
８

５
５
‐
０
８
７
９　

島
原
市
平
成
町
１
‐
1
雲

仙
岳
災
害
記
念
館
内
　

☎

５
５
４
０
）

国
際
会
議
開
催
ま
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

今
月
で
「
第
５
回
ジ
オ
パ

ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ

会
議
」
開
催
ま
で
あ
と
１
０
０
日
に
な
り
ま
す
。

刻
々
と
迫
る
国
際
会
議
ま
で
の
情
報
を
国
際
会

議
ホ

ム
ペ

ジ
（http://w

w
w
.geoparks

2012.com
.jp

）
やFacebook(http://w

w
w
.facebook.com

/geoparks2012)
で
発

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

六角柱状節理の島「ハイランド」
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「島原半島ジオパーク
　のことがわかる本」



日 本 語 英　語

中 国 語 韓 国 語

A：トイレはどこですか？

B： あちらです。

　言葉が分からない外国の人にとって、いちばん
大変なことはトイレを探すときかもしれません。
　急いでいる人には、簡潔に、身振り手振りを交
えて教えてあげてください。

　 ((フ)ウエァ　イズ　ダ　ウォッシュルーム？）（↓）

Ａ：Where is the washroom?（↓）

　   （オウヴァ　デア）

B：Over there.

※ ( ↓ ) は語尾を下げて発音することを意味します
　※ 英語では「トイレ」とは言いません。
　※ washroomの他に bathroom（バスルーム）や
　　　　restroom（（ウ）レストルーム）などと言う
　　　　　　こともあります。

（ﾁﾝｳﾝ､　 ｳｪｰｼｭﾝｼﾞｪﾝｻﾞｲﾅｰﾘ ?）
Ａ：

（ｻﾞｲﾅｰﾘ）

 B：（指を指しながら）

（ｼｰｼｭｫｼﾞｪﾝ
　xǐ shǒu jiān）を使っても結構です。
　また、疑問詞の " （どこ）の発音は一旦下がっ
てまた上がります。答えの " （そこ）の発音は

最初から強く発音するので気をつけてください。

（ファジャﾝシﾙﾝ　オディ イﾑニカ）
Ａ：

（チョチョク イﾑニダ）
Ｂ：

※ ( チョチョク ) ｢あちら｣ の代わりに 
( チョギ )「あそこ」も使います

(チョギ　イﾑニダ ) となります。

15 平成24.２.

shimabara castle

ジオパーク国際ユネスコ会議に向けた

おもてなしワンポイント語学講座おもてなしワンポイント語学講座 
 vol.11

島原半島では、今年５月に「ジオパーク国際ユネスコ会議」が開催され、海外から多
くのお客様がお見えになります。
島原でしか感じられない「おもてなし」を、海外からのお客様に体感していただける
よう、このコーナーで毎月、英語・中国語・韓国語の簡単な会話を紹介しています。
さあ、みんなで一緒にレッツトライ！武 家 屋 敷

Old  SAMURAI house

島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」
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ママたちのためのリフレッシュ講座
日常の忙しさをほんの少しだけ忘れて、ホッとした時間を持ちませんか。
● 会　場　市保健センター
● 対　象　小学校就学前の子どもがいるお母さん　※託児ができます
● 申し込み・問い合わせ先　　子育て支援室（☎ 62-4015）

開催月日 時　間 講 座 内 容

２月

３日（金） 10:00 ～ 12:00
クッキング教室（スイ－ツ）:（要材料費 200円）
講師　近重佳代子先生

６日（月） 10:30 ～ 11:30
エアロビクス＆ヨガ教室
講師　北島由美子先生

15日（水） 10:00 ～ 12:00 フラワーアレンジメント（要材料費 200円）
講師　柴田美穂先生（小原流）

20日（月） 10:30 ～ 11:30 ベビーダンス
講師　森本洋子先生

3月

2日（金） 10:00 ～ 12:00 フラワーアレンジメント（要材料費 200円）
講師　柴田美穂先生（小原流）

8日（木） 10:30 ～ 11:30 エアロビクス＆ヨガ教室
講師　北島由美子先生

16日（金） 10:00 ～ 12:00
手仕事シリーズ（ビーズのストラップ：要材料費 200円）
講師　桑島ありさ先生（あとりえ翠）

　　人形劇公演
　　みんなで見に来てね！！

●と　き　３月10日（土）
　　　　　  9：00　受付開始
　　　　　10：00　開始
●ところ　市保健センター
●入場料　無料
●公　演　作品「にっこりぽっかり座」
　　　　　劇団　 風の子九州
●対象者　市内で育児をしている
　　　　　親とその子ども、
　　　　　市内の小学生など
●問い合わせ先　子育て支援室
　　　　　（☎62－ 4015）

児童館に遊びに行こう！
児童館とは・・・みんながきまりを守って自由にあそ
　ぶことができる「子どものあそび場」で、遊び・学び・
　仲間をつくるところです。
児童館では・・・子どもたちが元気に楽しく仲良く育っ
　ていけるように、地域の人、ありあけ母親クラブの
　方々の協力を得ながら色々な活動を行っています。
児童館は・・・誰でも利用できますが、乳幼児につい
　ては保護者同伴でお願いします。
児童館には・・・遊戯室、図書室、主な遊具に、卓球台・
　キッカーボード・ストラッカー・大型ソフトジム・
　モルトブロックなどがあります。隣には公園もあり
　ます。また、図書もあり、希望により貸出しもして
　います。
主な年間の催しは・・・
・火曜日　折り紙
・水曜日　ばあば＆ままCome（布絵本つくり）
・土曜日　しねま（ビデオ観賞会）・つくってあそぼう
　　　　　（工作）・はらぺこクラブ（クッキング）
　そのほかにも、春・夏のお楽しみ会、クリーン作戦、
秋まつり、もちつき、クリスマス会、クリスマスケー
キつくり、おはなし広場、鬼火、巡回児童劇、子ども
映画祭、パン教室、HappyCook（料理やお菓子つく
り）、手仕事（天然石アクセ・手芸・トールペイント）
などたくさんのさまざまな行事が行われています
開館日は・・・
　月曜日から土曜日まで（日 ･祝日は休み）

開館時間は・・・
　１３時から１７時まで
　※春休み・夏休み・冬休み期間中は、
　　９時３０分から正午まで、１3時から１７時まで

ありあけ母親クラブ
　『まちの子は　みんなわが子』を合言葉に、子どもた
ちの健全育成を願って地域ぐるみでボランティア活動
する組織です。
　会員は小さな子どもを持つお母さんばかりではあり
ません。地域の児童健全育成に関心のあるお母さんな
らば年齢を問わず、どなたでも入会できます。
　お問い合わせは、児童館（☎６２－２４０２）まで

問い合わせ先　島原市児童館（白土桃山二丁目１１３９－２
☎６２－２４０２）



公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館
◆三会公民館
◆杉谷公民館
◆森岳公民館
◆霊丘公民館
◆白山公民館
◆安中公民館

（☎68－1101）
（☎62－4505）
（☎63－2231）
（☎63－2242）
（☎64－2023）
（☎63－2221）
（☎63－2253）

公民館
☆市立公民館の各種講座・行事はホームページからも確認する
　ことができます。　
http://www.city.shimabara.lg.jp/life/pub/list.aspx?c_id=34#63

島原の歴史「島原の乱」講座

　あなたのセンスでアレンジメントを体験しましょう。
●と　き　２月 21 日（火）　13 時 30 分から
●ところ　白山公民館
●受講料　無料（ただし、材料代 1500 円が必要です）
●募集人数　20 人
●講　師　サンフラワー　大久保 陽 先生
●申し込み・問い合わせ先　白山公民館

島原藩日記を販売しています

　江戸時代の島原藩の出来事を記した「島原藩日記」。
　当時の島原藩の出来事を知ることができる重要な史料です。
●販売場所　島原図書館２階松平文庫
　　　　　　（火曜日から土曜日まで、10 時から 17 時まで）
●販売書籍
 ・「島原藩日記（巻一）寛文・延宝」… 1,700 円
 ・「島原藩日記（巻二）天和」… 1,900 円
 ・「島原藩日記（巻三）貞享」… 1,900 円
●問い合わせ先　松平文庫（☎64ｰ4117）

筆ペン講座

　祝儀袋や香典袋を筆ペンできれい
に書きましょう。
●と　き　２月 16 日（木）
　　　　　13 時 30 分から
●ところ　白山公民館
●受講料　無料（筆ペンを持参して
　　　　　ください）
●募集人数　10 人
●申し込み・問い合わせ先
　　　　　白山公民館

　松尾卓次先生の解説による歴史講座です。スライドなどを使い楽
しく学びます。
●と　き　３月１日（木）・８日（木）・15 日（木）・22 日（木）　
　　　　　19 時 30 分から
●ところ　霊丘公民館
●対　象　誰でも参加できますが、資料の
　　　　　準備の都合がありますので事前
　　　　　に電話で申し込んでください
●受講料　無料
●持参品　筆記用具
●内　容　①キリスト教伝わる
　　　　　②セミナリヨと少年使節
　　　　　③島原の乱
　　　　　④島原藩の禁教政策
●講　師　松尾卓次先生
●申し込み・問い合わせ先　霊丘公民館

フラワーアレンジメント講座

人権学習「女性と人権」

●と　き　２月 15 日（水）
　　　　　13 時 30 分から
●ところ　森岳公民館
●講　師　長崎地方法務局島原支局
　　　　　支局長　吉本信義先生
●問い合わせ先　森岳公民館

島原図書館地下古書目録を配布しています
　島原図書館には、明治後半から昭和初期にかけての貴重な本があ
り、その目録を島原図書館で配布しています。目録を希望する人は、
利用してください。
●問い合わせ先　社会教育グループ（☎68-5473）
　　　　　　　　島原図書館（☎64-4115）

17 平成24.２.



保健センターだより保健センターだより ■有明保健センター（☎68－5335）
■市保健センター（☎64－7713）
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自
分
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

「
か
ら
だ
」
の
勉
強
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
医
者
さ
ん
が
わ
か
り

や
す
く
病
気
の
予
防
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
予
約
が

必
要
で
す
。

▼
対
象
者　
市
内
在
住
者

▼
内
　
容

 

・
動
脈
硬
化
を
予
防
し
よ
う

　
日
時
：
２
月
15
日
㈬　
13
時
15

　
分
か
ら
15
時
ま
で

　
講
師
：
わ
た
な
べ
内
科
ク
リ
ニ

　
ッ
ク　
渡
邊
剛
士　
先
生

 

・
腎
臓
病
を
予
防
し
よ
う

　
①
日
時
：
２
月
16
日
㈭　
13
時

　
15
分
か
ら
15
時
ま
で

　
②
日
時
：
２
月
17
日
㈮　
18
時

　
45
分
か
ら
20
時
30
分
ま
で　
　

　
講
師
：
前
田
医
院　
前
田
兼
徳

　
先
生

※

①
・
②
は
同
じ
内
容
で
す

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
霊

　
南
二
丁
目
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
保

　
健
セ
ン
タ
ー

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
平
成
23
年
度
は
次
の
人
に
対

し
て
、
積
極
的
勧
奨
（
通
知
）
を

再
開
し
て
い
ま
す
。
接
種
が
ま
だ

済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

▼
積
極
的
勧
奨
対
象
者

 

・
３
歳
（
平
成
20
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
に
な
る
人

 

・
４
歳
（
平
成
19
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
で
追
加
接
種
対
象
と
な
る
人

 
・
第
一
期
未
接
種
の
９
歳
お
よ
び

　
10
歳
（
平
成
13
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
に
な
る
人

▼
積
極
的
勧
奨
対
象
者
以
外
で
接

　
種
が
可
能
な
人

 

・
生
後
６
カ
月
以
上
７
歳
半
未
満

　
の
人

 

・
特
例
対
象
者
（
平
成
７
年
６
月

　
１
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生

　
ま
れ
の
人
）
に
該
当
す
る
人

※

接
種
を
希
望
す
る
人
は
説
明
書

　
と
予
診
票
を
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
へ
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い

　
平
成
18
年
度
か
ら
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
M
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
）
の
２
回
接
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。
感
染
予
防
や
流
行
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
接
種
期
間
内
に
早
め

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※

平
成
20
年
度
か
ら
、
２
回
目
の

　
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
と
し

　
て
第
３
・
４
期
に
相
当
す
る
人

　
も
予
防
接
種
の
対
象
者
に
な
り

　
ま
し
た

▼
対
象
者

 

・
第
１
期
：
１
歳
以
上
２
歳
未
満

　
の
人

 

・
第
２
期
：
平
成
17
年
４
月
２
日

　
生
ま
れ
〜
平
成
18
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
の
人

 

・
第
３
期
：
平
成
10
年
４
月
２
日

　
生
ま
れ
〜
平
成
11
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
の
人

 

・
第
４
期
：
平
成
５
年
４
月
２
日

　
生
ま
れ
〜
平
成
６
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
の
人

▼
実
施
場
所　
県
内
予
防
接
種
実

　
施
医
療
機
関

※
か
か
り
つ
け
の
病
院
に
予
約
を

　
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
接
種
期
間

 

・
第
１
期
：
２
歳
の
誕
生
日
の
前

　
日
ま
で

 

・
第
２
〜
４
期
：
平
成
24
年
３
月

　
31
日
ま
で

▼
接
種
料
金　
接
種
期
間
の
間
は

　
無
料
で
す

▼
持
参
品　
母
子
健
康
手
帳
、
予

　
診
票

※

予
診
票
を
紛
失
し
た
人
は
、
市

　
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
有
明
保

　
健
セ
ン
タ
ー
へ
取
り
に
来
て
く

　
だ
さ
い

　
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
高
齢

者
お
よ
び
乳
幼
児
を
対
象
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
一
部
公

費
負
担
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間
は
平
成
24
年
２
月
29
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
接

種
を
希
望
す
る
人
は
実
施
期
間
内

に
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
対
象
者
の
う
ち
生
活
保

護
世
帯
の
人
は
無
料
で
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
事

前
に
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
で

発
行
し
た
証
明
書
を
、
接
種
日
に

医
療
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
接
種
後
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま

せ
ん
）。

　
詳
し
く
は
、
広
報
し
ま
ば
ら
10

月
号
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
２
月
29
日
ま
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
献
血
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
善

意
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
人
一
人
の
温
か
な
心

が
多
く
の
尊
い
命
を
救
っ
て
い
ま

す
。

　
献
血
へ
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
実
施
日

　
毎
月
第
２
金
曜
日

 

・
10
時
か
ら
12
時
ま
で　
市
役
所

 

・
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

　
ダ
イ
エ
ー
島
原
店

　
こ
の
ほ
か
に
も
随
時
、
献
血
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
日
程
な
ど
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
保
健

セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
、
長
崎
県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
５

ー
８
４
３
ー
３
３
３
１
）
へ
。

「
か
ら
だ
の
学
習
会
」

麻
し
ん
（
は
し
か
）・
風
し
ん

（
三
日
は
し
か
）
の
予
防
接
種

高
齢
者
お
よ
び
乳
幼
児
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

届
け
よ
う
！
あ
な
た
の
気
持
ち

〜
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
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大
作

健
康
up

健康しまばら21

今月のテーマ

戦

 

健康テレホンサービス
TEL 0120－555－203

フリーダイヤルが開設されました

ス
ト
レ
ス
＝
悪
な
の
？

　
ス
ト
レ
ス
は
悪
な
の
か
と
い
う

と
、
そ
う
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ト
レ
ス
が
全
く
な
い
状
態
で

は
、
免
疫
力
の
低
下
、
自
律
神
経

機
能
の
異
常
な
ど
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
適
度

な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

気
持
ち
に
張
り
を
与
え
た
り
、
自

律
神
経
を
安
定
さ
せ
た
り
、
刺
激

的
で
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ

た
状
態
が
長
く
続
け
ば
、
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
精
神
面
だ
け

で
な
く
身
体
的
に
も
ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う

①
食
事
　
家
族
や
友
人
と
一
緒
に

　
体
に
良
い
も
の
を
バ
ラ
ン
ス
よ

　
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ
ン

　
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
す
る
と
イ

　
ラ
イ
ラ
や
不
安
を
招
き
や
す
く

　
な
り
ま
す
。
朝
食
抜
き
や
食
べ

　
過
ぎ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
安
眠
　
よ
く
眠
る
こ
と
は
手
軽

　
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
で
す
。
安

　
眠
で
き
る
環
境
を
整
え
て
、質
の

　
良
い
眠
り
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

③
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
　
自
分
な
り

　
の
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け

　
て
、
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

　
み
ま
し
ょ
う
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ

　
は
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗

　
力
を
高
め
、
気
分
転
換
に
も
つ

　
な
が
り
ま
す
。

④
入
浴
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
　
入
浴
す

　
る
こ
と
で
全
身
の
血
行
が
良
く

　
な
り
、
代
謝
が
活
発
に
な
っ
て

　
心
身
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
マ
ッ
サ

　
ー
ジ
で
力
を
抜
き
、
ゆ
っ
た
り

　
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
　

　
大
切
な
の
は
ス
ト
レ
ス
と
う
ま

く
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

見
つ
け
、
こ
こ
ろ
も
体
も
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

月2 休日の お医者さん歯医者さん
■ 当番医　　　診療時間午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間午前9時～正午

 ※都合により変更することがあります

日 医 療 機  関 電話番号

5

12

日
（日）

日
（日）

日
（日）

日
（土）

26
日
（日）

４
日
（日）

２

月

痰 の 色 に ご 注 意 を

も や も や 病

子 ど も の 胸 の 痛 み

の ど の 詰 ま っ た 感 じ

子 ど も の 歯 の 手 入 れ

外 陰 部 の い ぼ
（ 尖 圭 コ ン ジ ロ ー ム ）

くすのきクリニック

西 村 ク リ ニ ッ ク

中 村 眼 科 医 院

い な だ 歯 科

喜 多 内 科 医 院

酒井外科胃腸科医院

愛 野 診 療 所

寺 田 歯 科 診 療 所

お か も と 内 科

宮 田 小 児 科 医 院

稲田整形外科医院

佐 藤 医 院

み や ざ き 歯 科

しろたに内科クリニック

い と う 整 形 外 科

梅 津 医 院

大 岡 歯 科 医 院

池 田 病 院

水 田 小 児 科 医 院

原田形成整形外科医院

本 田 医 院

大 場 歯 科 医 院

八 尾 病 院

山口外科胃腸科医院

松尾胃腸科外科医院

み な と 歯 科 医 院

有明町大三東

下川尻町

雲仙市愛野町

加 美 町

弁天町二丁目

宮 の 町

雲仙市愛野町

新町二丁目

柏 野 町

上の原二丁目

片 町

雲仙市国見町

湖 南 町

北 門 町

広馬場町

雲仙市国見町

弁天町一丁目

湖 南 町

親 和 町

片 町

雲仙市国見町

浦田一丁目

城内一丁目

大手原町

雲仙市国見町

中 組 町

68-5500

62-0888

36-1060

62-2901

62-5101

62-6655

36-0009

62-4427

65-0500

62-5045

62-6355

78-5555

62-7300

65-0222

61-0110

78-5156

63-7616

62-5161

62-7177

64-3939

78-2768

62-4579

62-5131

62-3200

78-1000

63-1747

月

火

水

木

金

土・日

19

11

月
3

　　項　　目
１ 頭がすっきりしない 
２ 甘い物が好きだったのに
 　食べられなくなった

３ 眠れない日が続いている 
４ 急に息苦しくなった 
５ 何だかイライラする 
６ 手の平や脇によく汗をかく 
７ 家にこもることが増えた 
８ 仕事や家事が手につかない 
９ 肩こり頭痛がひどくなった
10 立ちくらみがする

　　項　　目
11 ぼーっとすることが多い
12 目がしょぼしょぼする
13 めまいを起こすことがある
14 前の日の疲れが残っている
15 意味もなく不安である
16 気がつくと何か食べている
17 最近会話が少なくなった
18 風邪をひきやすくなった
19 遅刻や欠勤が増えた
20 酒の量が増えた

チェックチェック

チェック数 判　定
０～５個

６～10個

11～15個

16～20個

正常範囲です。

ストレス度がちょっと高いようです。たまには仕事や家
事を休んでのんびりしましょう。

ストレス度がかなり高く、いろいろな症状が出てきています。
早めに休養をとって、家族や友人、専門家に相談しましょう。

心身ともに相当疲れています。ただちに休養し、心療内
科や精神科を受診してください。

あなたのストレス度をチェックしましょう

※このストレスチェックでは、おおよそのストレスの傾向はつかめますが、あくまでも自己チェックの域を出ない
　ものですので、より精度の高い分析を行うためには専門家による総合的な判定を受けるようにしましょう

ストレスとうまく付き合う方法
～あなたのこころは元気ですか～
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ふ
る
さ
と
再
発
見

　

　
そ
ろ
そ
ろ
梅
の
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ

ぶ
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
島
原
城
本
丸
は
梅
の
名
所
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
一
角
に
紅
梅
と
白
梅

が
植
え
ら
れ
て
い
る
「
古
野
梅
苑
」

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
梅
苑
は
、
島
原
出
身
の
古
野

マ
ツ
ヨ
さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
元
に
整

備
し
た
も
の
で
す
。

　
古
野
家
は
も
と
は
松
平
家
臣
の
家

柄
で
、
世
界
で
初
め
て
魚
群
探
知
機

を
開
発
し
た
古
野
電
気
を
設
立
、
先

祖
の
地
で
あ
る
島
原
へ
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
梅
苑
の
中
に
は
、「
松
倉
重

政
公
御
祭
祀
の
祠
」
が
あ
り
、
築
城

者
で
あ
る
松
倉
重
政
公
と
工
事
犠
牲

者
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祠
に

は
松
平
忠
精
公
筆
の
扁
額
が
あ
げ
ら

れ
て
お
り
、
奥
に
は
松
倉
重
政
公
木

像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
倉
重
政
公
は
島
原
城
を
築
い
た

人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

高
い
石
垣
を
築
き
、
涌
き
水
に
悩
み

な
が
ら
堀
を
掘
る
難
工
事
の
連
続
で

多
く
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
工
事
に
あ
た
っ
た
多

く
の
人
た
ち
の
犠
牲
に
よ
り
今
に
残

る
美
し
い
島
原
城
が
築
か
れ
た
の
で

す
。

　
島
原
市
で
は
毎
年
、
梅
の
時
期
に

梅
林
俳
句
会
が
催
さ
れ
ま
す
。
梅
を

見
て
そ
の
思
い
を
句
に
託
す
風
流
な

句
会
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
花
に
指
定
さ
れ
私
た
ち
に
身

近
な
梅
の
木
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
に

梅
苑
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

―
 

島
原
城
の
梅
苑 ―

　
島
原
城
下
ひ
な
め
ぐ
り
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、皆
さ
ん
は「
押
し
絵
び
な
」を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　
押
し
絵
び
な
と
は
、厚
紙
を
土
台
に
し
て

着
物
の
生
地
を
貼
り
、中
に
綿
を
詰
め
て
凹

凸
を
付
け
た
ひ
な
人
形
の
こ
と
で
す
。江
戸

時
代
後
期
か
ら
全
国
各
地
で
作
ら
れ
始
め

た
と
さ
れ
て
お
り
、ひ
な
人
形
が
と
て
も
高

価
だ
っ
た
た
め
、庶
民
の
間
で
流
行
し
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
昭
和
初
期
ご
ろ
か

ら
次
第
に
作
ら
れ
な
く
な
り
、現
在
ま
で
残

っ
て
い
る
も
の
は
珍
し
く
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

島
原
で
も
押
し
絵
び
な
が
残
っ
て
い
て
、

島
原
城
観
光
復
興
記
念
館
で
は
多
く
の
押

し
絵
び
な
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
こ

に
展
示
し
て
あ
る
押
し
絵
び
な
は
、島
原
押

し
絵
の
会
が
発
掘・修
復
し
た
も
の
で
す
が
、

そ
の
多
く
は
、現
在
中
堀
町
に
あ
る
白
山
履

物
店
で
昭
和
初
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。お
内
裏
様
や
お
ひ
な
様
に
限
ら
ず
、

武
者
や
子
ど
も
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　
白
山
履
物
店
の
店
主・白
山
眞一郎
さ
ん
に

お
話
を
聞
く
と「
私
の
祖
母
が
履
物
屋
の
傍
ら

押
し
絵
び
な
を
製
作
、販
売
し
て
い
ま
し
た
。

生
地
や
綿
、型
紙
と
し
て
使
う
絵
が
そ
ろ
う

環
境
に
あ
っ
た
の
で
作
り
始
め
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。我
が
家
に
も
押
し
絵
び
な
が
残
っ
て
い

ま
し
た
の
で
店
内
に
展
示
し
て
い
ま
す
。押
し

絵
び
な
は
、１
０
０
年
程
前
の
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、島
原
の
文
化
の
一
つ
と
し
て
、ひ
な

め
ぐ
り
を
機
会
に
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ど
こ
か
懐
か
し
い
表
情
を
見
せ
る
押
し
絵

び
な
。ひ
な
め
ぐ
り
協
力
店
の
数
カ
所
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
押
し
絵
び
な
を
探
し

て
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

島
原
の
「
押
し
絵
び
な
」

島
原
の
「
押
し
絵
び
な
」島原城観光復興記念館島原城観光復興記念館

写真上／白山履物店に
展示してある約100年
前に作られた押し絵び
な。
写真右／店内には押し
絵びな作成時の原画も
展示されています。
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■ホームページ
http：//www.city.shimabara.lg.jp/

■電子メール
info@city.shimabara.lg.jp

■市 役 所
　　（代表）☎63-1111
■有明庁舎
　　（代表）☎68-1111

有 明 支 所
産 業 振 興 部
教 育 委 員 会
農 業 委 員 会
水 道 局
文化・スポーツ振興グループ
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く

ら
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募

 

集

　
市
で
は
、
市
内
の
公
立
、
私
立

保
育
所
の
臨
時
職
員
（
短
時
間
職

員
を
含
む
）
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
登
録
職
種　
保
育
士
、看
護
師
、

　
調
理
員
な
ど

※

各
職
種
と
も
資
格
を
有
し
て
い

　
る
人

※

登
録
は
１
年
ご
と
の
更
新
で
す

　
の
で
、
以
前
登
録
を
し
た
人
も

　
再
度
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い

※
登
録
名
簿
は
随
時
各
保
育
所
に

　
配
付
し
ま
す

▼
必
要
書
類  

登
録
申
請
書
、
履

　
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
こ
ど
も
支
援
グ
ル
ー
プ
こ
ど
も

　
福
祉
班
（
☎
内
線
３
０
２
）

デ
ジ
カ
メ･

ビ
デ
オ
編
集
講
座

▼
と
　
き　
２
月
16
日
㈭
・
17
日

　
㈮
・
23
日
㈭
・
24
日
㈮
・
29
日

　
㈬
（
計
５
回
）　

19
時
か
ら
21

　
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
商
業
高
校

▼
対
象
者　
18
歳
以
上
で
パ
ソ
コ

　
ン
初
心
者
の
人

▼
内
　
容　
前
半
：
デ
ジ
カ
メ
の

　
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
て
作
品

　
を
製
作
。
後
半
：
ビ
デ
オ
カ
メ

　
ラ
の
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
編
集
し

　
作
品
を
製
作
。

▼
受
講
料　
無
料

▼
募
集
人
数　
25
人
（
応
募
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
）

▼
募
集
期
限　
２
月
10
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
性

　
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
は

　
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
先　
社
会
教
育
グ
ル

　
ー
プ
（
〒
８
５
９
ー
１
４
９
２

　
島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊
１
３

　
２
７
番
地　
Ｆ
Ａ
Ｘ
68
５
４
８

　
０
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
島
原
商
業
高

　
校
（
☎
62
４
０
５
９
）

▼
業
務
内
容　
松
平
文
庫
の
管
理

　
監
督
、
研
究
・
調
査
へ
の
対
応

▼
勤
務
場
所　
松
平
文
庫
（
島
原

　
図
書
館
内
）

▼
雇
用
人
数　
１
人

▼
雇
用
期
間　
平
成
24
年
４
月
か

　
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で

▼
勤
務
時
間　
週
28
時
間

▼
休
　
日　
毎
週
日
・
月
曜
日
、

　
祝
日
、
年
末
年
始

※

夜
間
や
日
曜
日
・
祝
日
に
勤
務

　
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

▼
賃
　
金　
時
給
８
５
０
円

▼
応
募
資
格　
次
の
条
件
を
す
べ

　
て
満
た
す
人

・
古
文
書
資
料
の
管
理
・
保
存
に

　
関
す
る
専
門
的
な
知
識
が
あ
る

　
人

・
古
文
書
が
読
め
る
人

・
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

　
ル
な
ど
）
操
作
が
で
き
る
人

▼
試
験　
２
月
22
日
㈬
、
①
古
文

　
書
の
実
技
試
験
②
面
接
試
験

▼
応
募
方
法　
履
歴
書
（
写
真
貼

　
付
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
期
限　
２
月
17
日
㈮
ま
で

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会

　
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線
６
５

　
１
）

▼
募
集
人
員　
看
護
師
：
若
干
名
、

　
臨
床
検
査
技
師
：
若
干
名

▼
受
験
資
格　
看
護
師
：
昭
和
47

　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人
（
専
門
看
護
師
・
認
定
看
護

　
師
は
年
齢
不
問
）
で
、
看
護
師

　
免
許
を
有
す
る
人
（
平
成
24
年

　
春
取
得
見
込
み
を
含
む
）。臨
床

　
検
査
技
師
：
昭
和
46
年
４
月
２

　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
臨

　
床
検
査
技
師
免
許
お
よ
び
細
胞

　
検
査
士
資
格
を
有
す
る
人
。

▼
試
験
日　
３
月
10
日
㈯
・
11
日

　
㈰

▼
試
験
会
場　
島
原
病
院

▼
試
験
内
容　
筆
記
試
験・作
文・

　
適
性
検
査
・
面
接
試
験

※

筆
記
試
験
は
専
門
看
護
師
・
認

　
定
看
護
師
以
外
の
看
護
師
の
み

▼
採
用
予
定
日　
平
成
24
年
４
月

　
１
日
以
降
（
試
験
に
合
格
し
た

　
人
は
、
長
崎
県
病
院
企
業
団
職

　
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
。
身

　
分
は
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
）

▼
試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書

　
の
配
布
先　
島
原
病
院
な
ど
で

　
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島

　
原
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　
（U

RL http://w
w
w
.shim

a

　

barabyoin.jp/)

▼
申
込
期
限　
３
月
２
日
㈮
ま
で

　
（
17
時
30
分
必
着
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
県
島
原

　
病
院
総
務
係（
☎
63
１
１
４
５
）

保
育
所
臨
時
職
員
の
登
録
者

松
平
文
庫
管
理
員

県
立
学
校
地
域
開
放

講
座
受
講
生

島
原
病
院
正
規
職
員

（
地
方
公
務
員
）
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採
用
予
定
人
員
お
よ
び
受
験
資
格

▼
事
務
員 （
事
業
団
指
定
管
理
施

　
設
の
管
理
・
事
務
）　

 

・
試
験
区
分
Ａ：
館（
場
）長
職　

　

…

若
干
名　
高
校
卒
業
程
度
の

　
学
力
を
有
し
、
昭
和
26
年
４
月

　
２
日
か
ら
昭
和
32
年
４
月
１
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

 

・
試
験
区
分
Ｂ：
事
務
員…

若
干 

　
名　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

　
有
し
、
昭
和
47
年
４
月
２
日
か

　
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
人

▼
技
術
員 （
学
校
給
食
調
理
業
務
）

 

・
試
験
区
分
Ｃ：
学
校
給
食
調
理

　
員（
技
術
員
）…

若
干
名　
高
校

　
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、　

　
昭
和
41
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
人

試
験
日（
試
験
内
容
）

▼
第
一
次
試
験　
２
月
19
日
㈰

　
（
小
論
文
）

▼
第
二
次
試
験　
第
一
次
試
験
合

　
格
者
の
み
実
施
（
個
別
面
接
試

　
験
・
健
康
診
断
書
提
出
）

試
験
会
場

▼
第
一
次
試
験　
有
明
総
合
文
化

　
会
館

▼
第
二
次
試
験　
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま

　
す

申
込
方
法

　
事
業
団
事
務
局
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
用
紙
に

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

貼
っ
た
も
の
）
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
書
用
紙
を
郵
送
で

請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書

し
、
90
円
郵
便
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒（
長
３
）を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
２
月
10
日
㈮
ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
２
月
10
日
㈮
ま
で
の
消
印
有

効
。ま
た
、受
付
時
間
は
土
曜
日
・

日
曜
日
・
祝
日
以
外
の
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

(

財)

島
原
市
教
育
文
化
振
興
事

業
団
事
務
局
（
〒
８
５
９
ー
１
４

１
５ 

島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊

１
４
３
８
ー
１　
☎
68
５
１
３
３
）

▼
訓
練
コ
ー
ス　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

　
ー
２
級
科

▼
訓
練
内
容　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
２
級
課
程
、
介
護
予
防
、
パ
ソ

　
コ
ン
基
礎
演
習

▼
訓
練
期
間　
３
月
21
日
㈬
か
ら

　
６
月
20
日
㈬
ま
で

▼
対
象
者　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

　
職
登
録
を
行
い
、
受
講
の
必
要

　
性
が
認
め
ら
れ
た
人

▼
募
集
期
限　
２
月
23
日
㈭
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　
ク
島
原（
☎
63
８
６
０
９
）

　
市
・
県
民
税
の
申
告
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
会
場
が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
と
会
場　
今
月
号
の

　
広
報
し
ま
ば
ら
に
折
り
込
ん
で

　
い
る
「
申
告
に
つ
い
て
」
に
受

　
付
期
間
と
会
場
、
受
付
時
間
な

　
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
有
明
地
区
申
告
会
場
の
変
更　

　
有
明
地
区
の
申
告
会
場
が
有
明

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
前

　
年
度
会
場
）
か
ら
有
明
生
涯
学

　
習
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
有
明
公

　
民
館
駐
車
場
左
手
の
建
物
）
に

　
な
り
ま
す
。

▼
申
告
書　
今
月
号
の
広
報
し
ま

　
ば
ら
に
折
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
申
告
会
場
や
有
明
支

　
所
、
三
会
出
張
所
、
各
地
区
公

　
民
館
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
所
得
が
あ
る
人
に

　
は
収
支
内
訳
書
な
ど
の
書
類
を

　
別
途
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
グ
ル
ー

　
プ
市
民
税
班（
☎
内
線
１
７
２
）

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
し
て
、
申
告
書
の
作
成
や
電
子

申
告
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
と　
き　
２
月
16
日
㈭
か
ら
３

　
月
15
日
㈭
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
税
務
署

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
税
務
署

　
（
☎
62
３
２
８
１
）

　
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て

被
災
自
治
体
や
日
本
赤
十
字
社

（
市
が
集
約
し
た
も
の
を
含
む
）な

ど
へ
寄
附
を
し
た
人
は
、
所
得
税

や
市
・
県
民
税
か
ら
一
定
の
限
度

額
ま
で
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
寄

附
金
の
領
収
書
ま
た
は
預
り
証
を

添
付
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
グ
ル
ー
プ
市

民
税
班（
☎
内
線
１
７
２
）へ
。

　
島
原
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

建
設
工
事
に
係
る
測
量
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
お
よ
び
地
質

調
査
業
務
な
ど
の
入
札
な
ど
に
参

加
を
希
望
す
る
業
者
は
、
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　
島
原
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加

申
込
要
領
と
申
請
様
式
は
、
契
約

管
財
グ
ル
ー
プ
契
約
検
査
班
に
備

え
て
い
ま
す
が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間　
２
月
１
日
㈬
か
ら

　
２
月
29
日
㈬
ま
で

▼
申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
直

　
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
登
録
有
効
期
間　
平
成
24
年
４

　
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31

　
日
ま
で

※

原
則
、
本
市
か
ら
の
工
事
お
よ

　
び
物
品
購
入
な
ど
の
受
注
を
希

　
望
す
る
業
者
は
、
少
額
で
あ
っ

　
て
も
有
資
格
業
者
と
し
て
本
市

所
得
税
の
確
定
申
告

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
の

寄
附
金
控
除

ら
知
お

せ

島
原
市
教
育
文
化
振
興

事
業
団
職
員

（
平
成
24
年
度
採
用
予
定
）

平
成
24･

25
年
度
建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
付

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生
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を
証
明
す
る
「
婚
姻
届
受
理
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
１
部
１
４
０
０
円
で
、
市
民
窓

口
グ
ル
ー
プ
、
有
明
支
所
、
三
会

出
張
所
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
の
記
念
に
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
問
い
合
わ
せ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
窓
口
へ
。

　
家
族
で
楽
し
め
る
映
画
「
佐
賀

の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
上
映

し
ま
す
。

▼
と
　
き　
３
月
４
日
㈰　
①
14

　
時
か
ら　
②
18
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　
有
明
総
合
文
化
会
館

▼
入
場
料　
無
料
（
全
席
自
由
、

　
た
だ
し
入
場
整
理
券
が
必
要
）

▼
入
場
整
理
券
配
布
場
所　
有
明

　
総
合
文
化
会
館
、
島
原
文
化
会

　
館
、島
原
図
書
館
、有
明
図
書
館
、

　
各
地
区
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先　
有
明
総
合
文

　
化
会
館
（
☎
68
５
８
０
０
）

　
地
域
別
最
低
賃
金
は
、
平
成
23

年
10
月
12
日
か
ら
１
時
間
６
４
６

円
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
派
遣
労
働
者
は
、
派
遣
先
の
事

業
場
に
適
用
さ
れ
て
い
る
地
域
別

最
低
賃
金
ま
た
は
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
長
崎
労
働
局
（
☎

０
９
５
ー
８
０
１
ー
０
０
３
３
）

へ
。

　
長
崎
地
方
法
務
局
島
原
支
局
が

登
記
、
戸
籍
、
人
権
な
ど
身
近
な

法
律
問
題
に
つ
い
て
関
係
団
体
と

と
も
に
無
料
相
談
所
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き　
２
月
12
日
㈰　
10
時

　
か
ら
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
長
崎
地
方
法
務
局
島

　
原
支
局
（
城
内
一
丁
目
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
地
方
法

　
務
局
島
原
支
局
（
☎
62
２
５
１

　
３
）

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き　
２
月
22
日
㈬
、
３
月

　
21
日
㈬　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10

　
日
前
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票

　
に
よ
る
予
約
（
電
話
予
約
可
）

　
を
し
て
く
だ
さ
い

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
無

料
相
談
所

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金

一
般
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き　
毎
週
木
曜
日　
９
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
申
込
方
法　
当
日
先
着
順
に
受

　
け
付
け
ま
す
の
で
、
日
本
年
金

　
機
構
か
ら
の
書
類
、
年
金
手
帳

　
ま
た
は
年
金
証
書
な
ど
参
考
と

　
な
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
稼
働
中

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
と
は
年
金
加

入
者
な
ど
の
年
金
記
録
や
受
け
取

り
額
な
ど
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

▼
申
込
方
法　
日
本
年
金
機
構
か

　
ら
の
書
類
、
年
金
手
帳
、
お
よ

　
び
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

　
の
い
ず
れ
か
と
印
鑑
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い

年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金

班
（
☎
内
線
２
３
２
）
ま
た
は
有

明
支
所
（
☎
内
線
５
０
５
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
電
気
オ
ル
ガ
ン
、
製
図
板
・
製

図
台
・
ド
ラ
フ
タ
ー

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
七
五
三
袴
セ
ッ
ト
（
５
歳
児
）

　
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線

１
８
４
）
へ
。

　
に
登
録
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

　
ま
す
（
現
在
、
平
成
23
・
24
年

　
度
島
原
市
物
品
購
入
お
よ
び
業

　
務
委
託
の
競
争
入
札
参
加
資
格

　
審
査
申
請
に
つ
い
て
も
随
時
受

　
付
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当

　
す
る
と
思
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）
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平
成
24
年
１
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１
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製
し
た
、
市
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

▼
と
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２
月
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日
㈭
か
ら
３

　
月
８
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８
時
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分
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▼
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挙
管
理
委
員
会
事

　
務
局

▼
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管
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員
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事
務
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☎
内
線
３
１
１)

　
婚
姻
届
を
市
役
所
へ
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出
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受
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と
、
結
婚
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た
こ
と
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人

名
簿
の
縦
覧

法
務
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日
相
談
所
の
開
設

換
交
の
品
要
不

最低賃金件名

はん用機械器具、生産用機械器具
製造業

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具
製造業

船舶製造・修理業、舶用機関製造
業

最低賃金額（１時間）
改定前 改定後

効力発生日

768 円

706 円

783 円

773 円

711 円

788 円

平成 24 年
1月 6日

平成 24 年
1月 6日

平成 24 年
1月 7日

「
婚
姻
届
受
理
証
明
書
」
を

ご
存
じ
で
す
か

有
明
総
合
文
化
会
館
自
主
事
業

映
画
ば
☆
み
ゅ
〜
会

長
崎
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
改
定
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　COPD とは慢性閉塞性肺疾患の英語の頭文字を
並べたものです。タバコの煙や大気汚染などで、肺
に慢性的な炎症が起き、 気管支壁の肥厚、肺胞の破
壊をきたす進行性の病気です。日本における死亡者
数（2010年）は 16,293 人（死因の 9位）で、年々
増加傾向にあります。40 歳以上の日本人の COPD
有病率は 8.6％とされ、530 万人もの患者さんがい
る計算です。厚生労働省の調査では病院で COPD
と診断された患者数は 17 万人しかなく、500 万人
以上の患者さんが正しく診断・治療がされていない
と推定されます。
　COPD の症状は、風邪でもないのに、せきやた
んが出てなかなか治らないとか、階段を上る時など
に息が切れるといった初めはありふれたもので、つ
い見過ごされてしまいがちです。進行すると呼吸の
たびにゼーゼー、ヒューヒューいい、少し動いても
息切れして、日常生活もままならなくなります。さ
らに進行すると、命に関わる呼吸不全や心不全を起

病 気 ・ け が の 最 前 線 

こしてきます。また、COPD は心血管病変、骨粗
鬆症、うつ、糖尿病など全身への影響を及ぼすこと
もわかっています。
　肺の働きはスパイロメトリーという比較的簡単な
器械を用いて測定でき、そのデータから肺年齢も推
定できます。「肺も歳をとるの？」と驚かれるかも
しれません。COPD は肺の生活習慣病ともいえま
す。タバコを吸っている方の肺年齢は、実際の年齢
より 20～ 30 歳以上も高くなることもあります。
肺年齢の結果は、肺の健康維持や禁煙指導、COPD
をはじめとした呼吸器疾患の早期発見・早期治療に
も役立ちます。 
　COPD は 20 年以上喫煙して発症するため、40
歳以上で喫煙歴のある方は、ご自分の肺年齢を調べ
てください。肺年齢が実際の年齢より高い方は、早
めに呼吸器専門医を受診されることをお勧めしま
す。

『えっ、肺も歳をとるの ?』
～肺の生活習慣病COPD～

長崎県島原病院
副院長（呼吸器内科）　木下明敏

病 気 ・ け が の 最 前 線 病 気 ・ け が の 最 前 線 シリーズ

第８回 島原城下ひなめぐり
　城下町島原に春の訪れを告げる「島原城下ひなめぐり」。各店舗などでさまざまな種類のひな人
形が飾られ、訪れる人たちを出迎えます。おひなさまとの出会いを求めて市内を散策してみませ
んか。さまざまなひなめぐりイベントも用意されています。

●開催期間　３月 11日（日）まで
●主な会場　島原城、武家屋敷、宮崎酒店「酒蔵」、青い理髪館、湧水
　　　　　　館、商店街、宿泊施設など
●イベント　スタンプラリーや人間ひな飾り行列（３月３日 11 時か
　　　　　　ら、島原城～商店街）など多数用意されています。詳し
　　　　　　くは、観光・ジオパークグループやひなめぐり協力店で
　　　　　　配布するパンフレットをご覧ください。島原温泉観光協
　　　　　　会のホームページからも入手できます。

●問い合わせ先　島原城下ひなめぐり実行委員会（島原温泉観光協会
　　　　　　内、☎62-3986）

第８回 島原城下ひなめぐり

島原温泉観光協会 検 索
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くらしの情報 Information

　本の返却が１カ月
以上遅れた人には新
たな貸し出しはしま
せんので、早めの返
却をお願いします。

市民相談センターのご案内市民相談センターのご案内市民相談センターのご案内

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）
2月の休館日…１日㈬～6日㈪・13日㈪・
　20日㈪・27日㈪・29日㈬ 

開館時間…9：00～18：00
2月の休館日…１日㈬・7日㈫・14日㈫・
　21日㈫・28日㈫・29日㈬　　　　　　   

新刊図書紹介 ２月の催し

「北の五稜星」
植松 三十里  著　　角川書店

「巴里茫々」

「ジョン・マン John Mung 大洋編」 

「嘆きの美女」

「奇縁まんだら　終り」

「真夜中の手紙」

山本 一力 著　講談社

柚木 麻子 著　朝日新聞出版

瀬戸内 寂聴 著　日本経済新聞出版社　

宮本 輝 著　新潮社

島原図書館（☎64－4115） 有明図書館（☎68－5808）

図書館通信

国
民
健
康
保
険
税
（
第
８
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
普
通
徴
収
（
第
８
期
分
）

の
納
期
は
２
月
29
日
㈬
ま
で
で
す

　

納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
な
ど
の
自
動
振
込
み
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）、

島
原
雲
仙
農
協
、
島
原
漁
協
、
有
明
漁
協
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

▼
国
民
健
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保
険
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税
務
グ
ル
ー
プ
市
民
税
班
（
☎
内
線
１
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６
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

保
険
・
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
保
険
班
（
☎

　

内
線
２
３
３
）
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
４
）

　２月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎
内線１８４）で行ないます。なお、行政相談のみ有明支
所相談室でも受け付けます。
◆行政相談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　2月7日㈫･14日㈫･21日㈫   　  13：00～16：00
　〈有明支所相談室〉
　2月1日㈬ 　　  　　　　　　　  13：00～16：00
◆人権相談（人権相談委員）
　2月1日㈬　　　　　  　　　　   13：00～16：00
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　2月16日㈭　　　　　  　　　　 13：00～16：00
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　2月20日㈪　　　  　　　　　　 13：00～16：00
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　（島原公証役場公証人）
　2月22日㈬ 　　　　  　　　　　13：00～16：00
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　2月23日㈭　　　  　　　　　　 10：00～16：00
◆一般相談（市相談員）
　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日　8：30～17：15

　大政奉還後、薩長の新政府に徳川家が
従うと、諸藩も次々とこれに従ったが、
榎本は新天地を求め、旧幕府海軍を率い
て蝦夷地へと向かう。箱館戦争と残され
た者の人生を描いた歴史長編。

北 杜夫 著　　新潮社
　「どくとるマンボウ航海記」時代のパ
リを舞台に、濃霧の中に漂う記憶の幻影
を描く表題作と、旅のドラマ「カラコル
ムふたたび」を収録。

■おはなしのじかん
　　　　　  
■絵本の読み聞かせ会　　　　　　 　
■おはなしのじかん０.１.２ 　 
■手作り講座「布の絵本作り」
　第 1回 講師 谷口由美先生
■おはなしひろば
■郷土史を学ぼう会
　「ふるさとの寺院をたずねて」
　「深溝世紀忠和公編 20」
※３月９日（予定）まで、工事のため駐車場が利用
　できませんので、大手広場の市営駐車場を利用し
　てください
※２月６日まで、特別資料整理のため休館します。
　期間中の返却は返却ポストに入れてください

　　　　　  11 日㈯・18日㈯　11:00 ～
　　　　　　 　12日㈰　14:00 ～

 　 22 日㈬　11:00 ～
　　　　   23 日㈭　13:00 ～

　
25日㈯　11:00 ～
25日㈯　14:00 ～

■ちいさなおはなしかい　
■おはなしのじかん

有明図書館
　　　　　　　　　　　　　　11日㈯　15:00 ～

　　　　25日㈯　14:30 ～

島原図書館

市民相談センターのご案内



①陸前高田市（岩手県）
　昨年 12月 27日、陸前高田市から児童・保護者の皆
さん 30人が来島されました。
　これは、島原半島出身者で構成する「在京者による東
日本大震災救援対策本部」と島原半島３市とが連携し、
被害を受けた地域の子どもたちを招待し、子どもたちと
のふれあいや交流を通して、健やかな心の成長と楽しい
思い出を作ってもらおうと実施したものです。

②女川町（宮城県）
　同じく12月27日、女川町から、女川第一中学校サッ
カーチームの皆さんと保護者の方々が来島されました。 
　これは、被災地の子どもたちに少しでも元気になって
もらいたいと、島原・深江地区サッカー第三種（中学）
委員会の皆さんが、サッカーマンとして、また２０年前
に同じ自然災害を受けた経験があるものとして、義援金
を募り、「第２３回　冬季中学生親善サッカー大会」に
ご招待されたものです。

 
 

「東日本大震災」被災地の方々が相次いで来島されました

　２０年前の「雲仙・普賢岳噴火災害」時に受けた全国からのご支援に応えるべく、島原市は「東日本大震災」被災地
の皆さんに対し、息の長い支援を行ってまいります。今後も、市民皆さんのご理解ご協力をお願いします。
　ご来島された皆さんの地域の一日も早い復興をお祈りいたします。

対策本部副本部長
福田学さん

第五小児童による
歌のエール

陸前高田市児童・保護者
によるお礼の挨拶

災害からの復興について
横田市長が説明 サムライブルー龍馬像と 横田市長が選手を激励

地元代表者による
歓迎の挨拶

女川第一中代表者による
お礼の挨拶

大澤一恵さん

（イメージ）

◆市ホームページアドレス ◆携帯電話版市ホームページ
http://www.city.shimabara.lg.jp/

◆島原市の人口（1月1日現在）
人　口
　男
　女
世帯数

URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/出生36件　死亡55件　転入61件　転出44件

（前月比 ＋  19）
（前月比 ＋    8）
（前月比 ＋  11）
（前月比 －  12）

48,452
22,530
25,922
18,900

人
人
人
世帯

　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。QRコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、URLを直接入力して
もアクセスできます。
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ジオパーク国際ユネスコ会議プレイベント

「ユネスコ会議・ジオパークを楽しもう！歴史・文化の集い」
■と　き　２月７日（火）　開演：１８時３０分　（開場：１８時）
■ところ　島原文化会館中ホール　
■内　容
第１部　バーチャルジオツアー

　　車窓から撮った連続写真を使い、それぞれのジオサイトとその歴史を分かりやすく
　　説明します
第２部　音楽で語るジオパーク

　　島原市出身の歌手、大澤一恵さんによる島原の歌をお楽しみください
第３部　ユネスコ会議おもてなしのお願いとお楽しみ抽選会

　　前回の国際会議や海外で開催されたユネスコ会議での「おもてなし」の状況を、
　　映像を使って、分かりやすく説明します
・ジーオくんグッズが当たる抽選会（来場した人全員に抽選券を配布します）
・ジーオくんとの記念撮影会（抽選会終了後に希望者のみ）

■問い合わせ先　観光・ジオパークグループ観光・ジオパーク推進班（☎６３－１１１１　内線２１２）

ジオパークについて
楽しく説明します
ジオパークについて
楽しく説明します
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